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51

は
じ
め
に

　

ロ
シ
ア
革
命
・
内
戦
期
の
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
方
に
は
、
い
く
つ
も
の
地

方
政
権
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
政
権
の
多
く
は
、
ご
く
短
期
間
し
か
存
続

せ
ず
、
あ
る
い
は
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
の
影
響
力
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の

た
め
か
、
一
九
一
八
年
一
一
月
に
オ
ム
ス
ク
に
成
立
し
た
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政

権
、
お
よ
び
、
一
九
二
〇
年
四
月
に
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
で
成
立
宣
言

し
、
翌
年
に
な
る
と
、
極
東
の
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
と
こ
ろ
ま
で
展
開

し
た
極
東
共
和
国
を
除
い
て
、
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
の
地
方
政
権
に
つ
い

て
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
非
常
に
手
薄
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
派
遣
軍
が
本
拠
地
と
し
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
成
立
し
た
諸
政
権

の
研
究
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
進
展
し
て
お
ら
ず
、
シ
ベ
リ
ア
出

兵
を
研
究
す
る
上
で
大
き
な
弱
点
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
二
〇
年
一
月
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
が
倒
れ
た
後
、
日
本
軍
が
撤
兵

し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
終
了
し
た
一
九
二
二
年
一
〇
月
ま
で
の
間
に
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
で
は
、
次
の
四
つ
ま
た
は
（
極
東
共
和
国
沿
海
州
政
庁
を
除
く

と
）
三
つ
の
政
府
が
交
代
し
た
。

① 

沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府　
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・ 

 

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
）　
（
三
月
末
か
ら
極
東
臨
時
政
府
と
称
し
た
）

　

一
九
二
〇
年
一
月
三
一
日
～
同
年
一
二
月

② 

極
東
共
和
国
沿
海
州
政
庁　
（
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ア
ン
ト
ー
ノ
フ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
二
〇
年
一
二
月
～
一
九
二
一
年
五
月

③ 
沿
ア
ム
ー
ル
臨
時
政
府　
（
ス
ピ
リ
ド
ン
・
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
二
一
年
六
月
～
一
九
二
二
年
七
月

④ 

沿
ア
ム
ー
ル
地
方
政
府　
（
ミ
ハ
イ
ル
・
デ
ィ
ー
チ
ェ
リ
フ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
二
二
年
八
月
～
同
年
一
〇
月

沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府
（
一
九
二
〇
年
）
試
論

シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
も
う
一
つ
の
緩
衝
国

兎
内 

勇
津
流

ロシア史研究110号  51─ 76
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①
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府
は
、
一
九
二
〇
年
一
月
三
一

日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
発
足
し
た
。
一
九
二
〇
年
一
月
四
日
に
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
・
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
最
高
執
政
官
を
辞
任
し
て
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権

が
崩
壊
す
る
と
、
沿
海
州
の
ニ
コ
リ
ス
ク

＝

ウ
ス
リ
ー
ス
キ
ー
は
同
月
二
六

日
に
革
命
派
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
同
地
を
発
し
た
イ
ヴ
ァ
ン
・

ブ
ル
ガ
ー
コ
フ

＝

ベ
リ
ス
キ
ー
の
率
い
る
革
命
軍
は
同
月
三
一
日
に
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
に
入
り
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
極
東
代
表
セ
ル
ゲ
イ
・
ロ
ー
ザ

ノ
フ
（
一
八
六
九
～
一
九
三
七
）
を
放
逐
し
て
、
同
政
府
を
樹
立
し
た
。

　

こ
の
政
権
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
継
続
す
る
状
況
下
で
一
種
の
緩
衝
国
と

し
て
組
織
さ
れ
た
、
共
産
党
、
エ
ス
エ
ル
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
等
の
諸
勢
力

の
連
立
政
権
だ
っ
た
。
し
か
し
、
四
月
初
め
に
日
本
軍
と
の
武
力
衝
突
が
起

こ
る
と
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
に
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ク
ラ
ス

ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
の
沿
バ
イ
カ
ル
・
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
政
府
は
極
東
共
和
国
の

建
国
を
宣
言
し
、
五
月
に
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
国
家
承
認
さ

れ
て
、
極
東
の
政
治
的
統
一
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
〇
月

に
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
（
一
八
九
〇
～
一
九
四
六
、
ア
タ
マ
ン
・

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
と
し
て
知
ら
れ
る
）
が
チ
タ
を
逐
わ
れ
、
極
東
共
和
国
は
、

ザ
バ
イ
カ
ル
全
体
を
掌
握
し
て
首
都
を
チ
タ
に
移
し
た
。
一
一
月
に
同
地
で

極
東
統
一
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
極
東
の
政
治
的
統
一
が
チ
タ
政
府
主
導
で

進
め
ら
れ
る
中
で
、
同
年
一
二
月
に
、
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時

政
府
は
チ
タ
政
府
を
中
央
政
府
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

結
果
成
立
し
た
の
が
②
極
東
共
和
国
沿
海
州
政
庁
で
あ
る
。

　

沿
海
州
政
庁
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ア
ン
ト
ー
ノ
フ
を
ト
ッ
プ
に
据
え
、

極
東
共
和
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
部
役
職
者
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
極
東
共
和

国
の
憲
法
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
と
し
て
国
民
議
会
を
維
持
し
、
実
質
的
に
自

治
を
行
っ
た
。
一
九
二
一
年
四
月
に
極
東
共
和
国
憲
法
が
採
択
さ
れ
て
以
後

も
こ
の
状
態
は
継
続
し
た
が
、
同
年
五
月
二
六
日
の
右
派
政
変
に
よ
っ
て
沿

海
州
政
庁
は
倒
れ
、
③
ス
ピ
リ
ド
ン
・
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
を
中
心
と
す
る
沿
ア

ム
ー
ル
臨
時
政
府
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
沿
ア
ム
ー
ル
臨
時
政
府
は
、
沿
海
州
南
部
の
狭
い
地
域

と
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
以
外
に
ほ
と
ん
ど
勢
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
翌

一
九
二
二
年
六
月
に
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
ら
は
議
会
や
軍
と
対
立
し
て
失
脚
し
、

④
ミ
ハ
イ
ル
・
デ
ィ
ー
チ
ェ
リ
フ
ス
政
権
が
成
立
し
た
。
帝
政
復
古
的
路
線

を
取
っ
た
こ
の
政
権
は
さ
ら
に
脆
弱
で
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
、
日
本
軍
の

撤
退
と
と
も
に
極
東
共
和
国
人
民
革
命
軍
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
る
が
、

そ
の
直
前
に
政
権
は
瓦
解
し
て
い
た
。
翌
月
、
極
東
共
和
国
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・

ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
一
二
月
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
発
足
し
た

こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

以
上
四
つ
の
政
府
は
、
い
ず
れ
も
国
際
的
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
外
国
政
府
機
関
と
の
や
り
と
り
が
あ
っ
て
も
、
正
式
の
外

交
交
渉
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
は
、
欧
米
諸
国
や
日
中
の
領
事
館
が
置
か
れ
た
国
際
都
市
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ロ
シ
ア
に
派
遣
し
た
鉄
道
支
援
団

の
事
務
所
も
あ
る
な
ど︵

１
︶、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
諸
政
権
は
、
外
国
機
関
と
さ

ま
ざ
ま
な
接
点
が
あ
り
、
関
係
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
欧
米
や
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
地
方
政
府
が
研
究
さ
れ
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る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
干
渉
史
を
書
い
た
ジ
ョ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
や
、

日
ソ
の
国
交
成
立
史
を
書
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ン
セ
ン
、
極
東
ロ
シ
ア
史
を

書
い
た
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
フ
ァ
ン
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ス
ミ
ス
の
内
戦

期
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
研
究
は
先
駆
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

に
注
目
し
た
分
、
極
東
諸
地
域
と
の
関
連
を
十
分
に
押
さ
え
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る︵

２
︶。

　

原
暉
之
は
、『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
─
革
命
と
干
渉　
１
９
１
７
─
１
９
２
２
』

（
一
九
八
九
年
）
の
叙
述
を
、
一
九
二
〇
年
三
～
四
月
で
ほ
ぼ
終
わ
ら
せ
て

い
る
が
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
そ
の
後
の
推
移
を
要
領
よ
く
ま
と
め
た
。
な
お
、

原
は
こ
れ
に
続
い
て
、
共
産
党
の
中
央
と
地
方
の
関
係
の
中
で
極
東
ロ
シ
ア

の
諸
政
権
が
極
東
共
和
国
に
統
合
さ
れ
て
い
く
過
程
を
扱
っ
た
「
内
戦
終
結

期
ロ
シ
ア
極
東
に
お
け
る
地
域
統
合︵

３
︶」

を
書
い
た
が
、
重
点
は
ヴ
ェ
ル
フ
ネ

ウ
ジ
ン
ス
ク
政
権
の
側
に
あ
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
諸
政
権
の
分
析
を
深

め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
（
一
九
二
二
年
末
以
降
は
ソ
連
）で
は
、
当
初
か

ら
緩
衝
国
政
策
に
対
す
る
強
い
批
判
が
あ
り
、
緩
衝
国
政
策
の
正
当
性
を

主
張
す
る
側
は
、
こ
れ
を
レ
ー
ニ
ン
と
共
産
党
が
主
導
し
た
正
し
い
政
策

だ
っ
た
と
し
て
描
く
こ
と
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
（
一
九
二
〇
年
一
〇
月
以
降
は
チ
タ
）
政
府
を
中

心
と
す
る
極
東
の
政
治
的
統
一
に
は
、
は
じ
め
か
ら
政
治
的
正
統
性
が
あ
り
、

正
し
い
方
針
だ
っ
た
と
書
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
他
の
諸
政
権
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
研
究
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
か
ら

一
九
二
二
年
に
か
け
て
の
極
東
統
一
過
程
は
、
当
時
極
東
各
地
に
存
在
し
た

諸
政
権
、
と
り
わ
け
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま

で
存
在
し
た
諸
政
権
を
抜
き
に
し
て
は
、
十
分
に
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

イ
ヴ
ァ
ン
・
サ
ブ
リ
ン
が
最
近
発
表
し
た
極
東
共
和
国
論
『
極
東
共
和
国

の
興
亡　
一
九
〇
五
─
一
九
二
二︵

４
︶』（

二
〇
一
九
年
）
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ

ン
ス
ク
の
極
東
共
和
国
政
権
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会

政
権
を
、
一
九
二
〇
年
に
極
東
の
政
治
的
統
合
の
主
導
権
を
争
っ
た
二
つ
の

緩
衝
国
と
し
て
描
い
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
説
得
力
の
あ
る
見
解
と
考
え
る
。

　

実
は
、
こ
う
し
た
理
解
は
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

主
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
お
い
て
革
命
派
軍
人
と
し
て
こ
の
過
程
に
参
加
し

た
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
（
ア
ル
タ
イ
ス
キ
ー
、
一
八
九
四
～

一
九
三
七
）
の
著
作
『
極
東
を
得
る
た
め
の
闘
い　

一
九
二
〇
─
一
九
二
二

年︵
５
︶

』（
一
九
二
八
年
）
は
、
一
九
二
〇
年
の
極
東
を
す
で
に
こ
の
よ
う
な
観

点
で
描
く
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
が
粛
清
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
書
籍
は
禁
書
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
要
注
意
扱

い
と
さ
れ
議
論
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る︵

６
︶。

　

本
論
文
は
、
こ
う
し
て
一
九
二
〇
年
一
月
以
降
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
拠

点
に
存
在
し
た
諸
政
権
の
最
初
の
政
権
で
あ
る
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参

事
会
臨
時
政
府В

ременное правительство П
риморской областной 

земской управы
（
以
下
極
東
臨
時
政
府В

ременное правительство 

Д
альнего В

остока
を
称
し
た
時
期
も
含
め
「
沿
ゼ
政
府
」
と
略
す
）
を

取
り
上
げ
、
そ
の
形
成
か
ら
消
滅
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
お
よ
び
日
本
と
の
関

係
の
概
観
を
試
み
る
。
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沿
ゼ
政
府
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
最
大
の
基
盤
と
し
つ
つ
、
エ
ス
エ
ル
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
ま
で
含
め
た
連
立
政
府

だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
内
戦
期
の
政
権
と
し
て
最
大
の
特
徴
だ
っ

た
と
言
え
る
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
一
九
二
〇
年
三
月
に
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ

ン
ス
ク
と
並
列
さ
せ
る
か
た
ち
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
も
中
央
委
員
会
極
東

ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
置
し
、
地
方
政
権
の
統
制
を
は
か
っ
た
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
出
兵
し
た
日
本
軍
の
本
拠
地
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の

兵
力
が
こ
こ
に
置
か
れ
た
。
そ
の
た
め
、
沿
ゼ
政
府
は
日
本
軍
と
の
関
係
を

考
慮
し
な
が
ら
路
線
を
選
択
し
、
地
方
勢
力
の
結
集
を
は
か
り
つ
つ
、
極
東
統

一
の
主
導
権
を
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
権
と
競
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
政
権
は
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
あ
り

方
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
次
の
三
つ
の
ス

テ
ー
ジ
に
分
け
て
こ
れ
を
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

  

第
一
期 

一
九
二
〇
年
一
月
末
の
成
立
か
ら
四
月
四
・
五
日
沿
海
州
武
力

衝
突
事
件
ま
で
。

  

第
二
期 

沿
海
州
武
力
衝
突
事
件
か
ら
、
六
月
の
国
民
議
会Н

ародное 

собрание

開
催
ま
で
。

  

第
三
期 

国
民
議
会
の
開
催
か
ら
チ
タ
協
議
会
を
経
て
、
極
東
共
和
国

承
認
ま
で
（
一
九
二
〇
年
一
二
月
）。

［
第
四
期 

極
東
共
和
国
沿
海
州
政
庁
（
ア
ン
ト
ー
ノ
フ
）
期　

沿
ゼ
政

府
に
よ
る
極
東
共
和
国
承
認
か
ら
、
憲
法
制
定
会
議
選
挙
を

経
て
、
一
九
二
一
年
五
月
二
六
日
政
変
に
よ
り
沿
海
州
政
庁

が
打
倒
さ
れ
る
ま
で
。］

※
ロ
シ
ア
の
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
第
四
期
ま
で
「
沿
ゼ
政
府
」
と
し
て
扱

う
こ
と
が
あ
る
模
様
だ
が︵

７
︶、

と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
こ
れ
を
対
象
外
と
す
る
。

第
一
期　

米
軍
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
・

　

日
本
軍
と
の
共
存
（
一
九
二
〇
年
一
月
末
～
同
年
四
月
四
・
五
日
）

　

沿
ゼ
政
府
は
、
一
九
二
〇
年
初
め
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
が
崩
壊
し
、
東

西
の
シ
ベ
リ
ア
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
勢
力
下
に
入
り
、
極
東
各
地
に

革
命
政
権
が
誕
生
す
る
流
れ
の
な
か
で
成
立
し
た
。

　

一
九
二
〇
年
一
月
一
二
日
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
政
治
セ
ン
タ
ー
が
派
遣
し

た
エ
ス
エ
ル
の
ミ
ハ
イ
ル
・
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
（
一
八
八
九
～
一
九
三
八
）
が
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
に
伴
わ
れ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
り
、
セ
ル
ゲ

イ
・
ラ
ゾ
ー
（
一
八
九
四
～
一
九
二
〇
）
や
ア
ル
カ
ー
ジ
ー
・
ク
ラ
コ
ヴ
ェ
ツ

キ
ー
（
一
八
八
四
～
一
九
三
七
）な
ど
と
協
議
し
て
政
変
を
準
備
し
た
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
軍
お
よ
び
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
と
の
連
絡
を
付
け
た︵

８
︶。

　

一
九
二
〇
年
一
月
二
六
日
、
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ

＝

ベ
リ
ス
キ
ー︵

９
︶の

率
い
る
革

命
派
の
部
隊
は
、
ニ
コ
リ
ス
ク

＝

ウ
ス
リ
ー
ス
キ
ー
を
支
配
下
に
お
さ
め
る

と
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
け
て
出
発
し
た
。

　

一
月
三
一
日
、
ロ
ー
ザ
ノ
フ
は
政
権
を
投
げ
出
し
て
日
本
に
逃
れ
た
。
ブ

ル
ガ
ー
コ
フ

＝

ベ
リ
ス
キ
ー
の
率
い
る
部
隊
は
無
血
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
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入
り
、
市
内
で
蜂
起
し
た
部
隊
と
合
流
し
た
。

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
が
議
長
を
務
め
る
沿
海
州
ゼ
ム

ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
が
、
全
極
東
政
権
で
あ
る
と
宣
言
し
て
、
権
力
を
掌
握
し
た
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
は
、
ロ
ー
ザ
ノ
フ
の
支
配
下
で
投
獄
さ
れ
た
政
治
犯

が
釈
放
さ
れ
、
共
産
党
の
活
動
が
合
法
化
さ
れ
た
。

　

二
月
初
め
、
ア
ム
ー
ル
州
で
政
変
が
生
じ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
が
ブ
ラ
ゴ

ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
再
建
さ
れ
た
。
駐
留
し
て
い
た
日
本
陸
軍
第
十
四
師

団
（
白
水
淡
師
団
長
）
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
の
撤
収
を
決
め
、
同
月
中
に
ア

ム
ー
ル
州
か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
方
面
に
移
動
し
た︶

₁₀
︵

。

　

二
月
三
日
、
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ

＝

ベ
リ
ス
キ
ー
の
率
い
る
沿
ゼ
政
府
軍
は
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
に
向
け
て
進
軍
を
始
め
た
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
支
配
し
て
い
た

イ
ヴ
ァ
ン
・
カ
ル
ム
ィ
コ
フ
（
一
八
九
〇
～
一
九
二
〇
）
は
二
月
一
三
日
に

中
国
領
に
逃
亡
し
た
が
、
そ
こ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
二
月
一
六
日
、
政
府
軍
が

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
入
り
権
力
は
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
に
移
っ
た
。
二
月
一
八
日
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
共
産
党
が
派
遣
し
た
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
ゾ
ー
と
モ
イ
セ

イ
・
グ
ー
ベ
リ
マ
ン
（
一
八
八
三
～
一
九
六
八
）
が
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
到
着

し
た︶

₁₁
︵

。

　

こ
の
こ
ろ
、
ア
ム
ー
ル
河
口
に
近
い
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
で
は
、
市
内
の
日

本
軍
・
白
軍
が
市
を
包
囲
し
た
パ
ル
チ
ザ
ン
と
戦
闘
を
行
っ
て
い
た
が
、
交

渉
の
末
二
月
二
八
日
パ
ル
チ
ザ
ン
が
入
市
し
た
。
三
月
一
二
日
未
明
に
日
本

軍
は
パ
ル
チ
ザ
ン
を
襲
撃
し
た
が
、
も
と
も
と
寡
兵
の
日
本
軍
は
パ
ル
チ
ザ

ン
に
敗
れ
て
居
留
民
と
も
ど
も
大
部
分
が
死
亡
し
、
一
部
が
捕
虜
と
し
て
投

獄
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
尼
港
事
件
の
三
月
の
事
件
で
あ
る
。
パ
ル
チ
ザ
ン
を

率
い
た
ヤ
コ
フ
・
ト
リ
ャ
ピ
ー
ツ
ィ
ン（
一
八
九
七
～
一
九
二
〇
）ら
は
現
地

に
サ
ハ
リ
ン
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
を
招
集
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
を
称
し
た︶

₁₂
︵

。

　

ザ
バ
イ
カ
ル
の
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
で
は
、
二
月
二
六
日
～
三
月
二

日
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
と
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
の
率
い
る
革
命
軍
の

戦
闘
に
よ
り
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
が
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
か
ら
追
い
出

さ
れ
た
。
こ
の
間
日
本
軍
は
中
立
の
態
度
を
取
り
、
三
月
八
日
に
同
市
か

ら
撤
収
し
た
。
三
月
五
日
、
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
た
ち
は
ヴ
ェ
ル
フ

ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
で
沿
バ
イ
カ
ル
・
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
臨
時
政
府В

ременная 

земская власть П
рибайкалья

を
立
ち
上
げ
た︶

₁₃
︵

。

　

三
月
三
日
、
共
産
党
中
央
委
員
会
極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ

ウ
ジ
ン
ス
ク
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー

は
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
側
が
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
、
ニ
コ
ラ

イ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
リ
ャ
ー
モ
フ
（
一
八
八
三

～
一
九
五
五
）、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
側
は
ヨ
シ
フ
・
ク
シ
ュ
ナ
リ
ョ
フ

（
一
八
八
七
～
一
九
二
六
）、
ラ
ゾ
ー
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ニ
キ
ー
フ
ォ
ロ
フ

（
一
八
八
二
～
一
九
七
四
）
だ
っ
た
。
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー

が
党
の
全
権
代
表
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
派
遣
さ
れ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
に
守
ら
れ
て
三
月
一
四
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
到
着
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
極
東
各
地
に
革
命
派
の
政
権
が
誕
生
す
る
中
で
、
沿
ゼ
政
府

は
活
動
を
開
始
し
、
沿
海
州
北
部
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
郡
を
統
制
下
に
お
く
と

ア
ム
ー
ル
州
と
の
連
絡
を
つ
け
、
サ
ハ
リ
ン
州
に
も
統
制
を
及
ぼ
そ
う
と
し

て
い
た
。
三
月
の
尼
港
事
件
に
お
い
て
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
ゲ
イ
ツ
マ
ン

が
現
地
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
の
パ
ル
チ
ザ
ン
と
日
本
軍
と
の
連
絡
役
を
担
い
、
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ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
政
府
も
現
地
か
ら
の
報
告
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る︶

₁₄
︵

。

　

ま
た
三
月
上
旬
、
沿
ゼ
政
府
は
中
東
鉄
道
収
用
地
（
付
属
地
）
に
使
者
を

送
っ
て
そ
の
行
政
・
警
備
権
確
保
に
乗
り
出
し
、
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ホ
ー
ル

ヴ
ァ
ト
（
一
八
五
八
～
一
九
三
七
）
管
理
局
長
に
退
陣
を
迫
っ
た
。
ホ
ー
ル

ヴ
ァ
ト
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
こ
る
と
と
も
に
、
中
国

側
に
警
備
兵
の
武
装
を
解
除
さ
れ
、
行
政
権
を
失
っ
て
ハ
ル
ビ
ン
を
退
去
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
行
政
・
警
備
権
は
中
国
側
に
移
り
、
沿

ゼ
政
府
の
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た︶

₁₅
︵

。

　

三
月
三
一
日
、
沿
ゼ
政
府
は
「
極
東
臨
時
政
府
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た︶

₁₆
︵

。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
政
府
は
、
政
府
の
各
部
門
を
組
織
す

る
と
と
も
に
、
ニ
キ
ー
フ
ォ
ロ
フ
を
議
長
と
す
る
財
政
・
経
済
評
議
会
と
メ

ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
を
議
長
、
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
を
副
議
長
と
す
る
軍
事
評
議
会

を
設
置
し
た
。
こ
の
財
政
・
経
済
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
四
月
に
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
省
庁
長
官
会
議
（
内
閣
に
相
当
す
る
）
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
三
月
六
日
に
軍
事
評
議
会
副
議
長
が
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
か
ら
ラ
ゾ
ー
に

交
代
し
、
フ
セ
ヴ
ォ
ロ
ド
・
シ
ビ
ル
ツ
ェ
フ
（
一
八
九
三
～
一
九
二
〇
）
ら

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
加
入
し
た
。
こ
う
し
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
沿
ゼ
政

府
内
の
経
済
と
軍
事
の
重
要
ポ
ス
ト
を
押
さ
え
る
よ
う
に
な
っ
た︶

₁₇
︵

。
た
だ
し
、

軍
の
司
令
官
は
エ
ス
エ
ル
の
ク
ラ
コ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
陸
軍
大
佐
だ
っ
た
。
ま
た
、

同
政
府
の
財
政
・
経
済
評
議
会
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
金
準
備
を
ブ
ラ
ゴ

ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
移
送
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
三
月
か
ら
四
月
初
め
に

か
け
て
こ
れ
を
実
施
し
た︶

₁₈
︵

。

　

チ
タ
に
い
た
カ
ッ
ペ
リ
軍︶

₁₉
︵

の
司
令
官
セ
ル
ゲ
イ
・
ヴ
ォ
イ
ツ
ェ
ホ
フ
ス

キ
ー
（
一
八
八
三
～
一
九
五
一
）
陸
軍
中
将
の
使
者
ペ
ト
ロ
フ
が
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
を
訪
問
し
、
三
月
二
四
日
以
降
沿
ゼ
政
府
と
秘
密
交
渉
を
行
っ
た
。

沿
ゼ
政
府
側
は
ラ
ゾ
ー
と
パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
が
対
応
し
た
。
ヴ
ォ
イ
ツ
ェ
ホ

フ
ス
キ
ー
は
、
カ
ッ
ペ
リ
軍
を
率
い
て
沿
ゼ
政
府
に
合
流
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
沿
ゼ
政
府
は
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
の
排
除
を
提
案
を
受

け
入
れ
る
条
件
に
し
た︶

₂₀
︵

。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
沿
ゼ
政
府
は
相
当
程
度
の

軍
事
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
日
本
軍

と
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
非
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
勢
力
の
結
集
を
は
か
る
こ
の
試
み
は
、
日
本
軍
に
探
知
さ
れ
、
潰
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

現
地
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
活
動
家
た
ち
の
中
で
は
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
政
権

を
継
続
せ
ず
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
移
行
し
た
い
と
考
え
る
者
が
多
か
っ
た
が
、

モ
ス
ク
ワ
の
意
向
を
代
表
す
る
ヴ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
や
、
モ
ス
ク
ワ
の
意
向
を

確
認
す
る
た
め
の
出
張
か
ら
帰
っ
た
ク
シ
ュ
ナ
リ
ョ
フ
の
反
対
に
よ
り
、
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
化
は
当
面
見
送
ら
れ
た︶

₂₁
︵

。

　

そ
の
一
方
で
沿
海
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
、
四
月
に
中
央
機
関
を
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
に
移
転
さ
せ
、
四
月
一
五
日
に
同
地
で
地
方
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
を
開
催
す

る
と
決
定
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
沿
ゼ
政
府
の
動
き
は
、
極
東
に
日
本
軍
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
及
ば
な
い
政
権
が
生
ま
れ
る
方
向
の
も
の
で
、
日
本
軍
の
一
部
に
強
い
危

機
感
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る︶

₂₂
︵

。

　

沿
ゼ
政
府
が
発
足
す
る
直
前
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
崩
壊
と
米
軍
か
ら

の
撤
兵
通
告
を
み
た
日
本
政
府
は
、
閣
議
の
承
認
を
経
て
一
九
二
〇
年
一
月
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一
七
日
付
け
で
陸
軍
大
臣
の
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
司
令
官
に
対
す
る
次
の
よ
う

な
指
示
を
「
西
第
三
〇
号
」
と
し
て
発
し
た
。

「
極
東
露
領
に
お
け
る
諸
政
治
団
体
に
対
す
る
態
度
に
就
き
て
は
左
の

通
心
得
ら
る
べ
し
。

一
． 

交
通
線
に
危
害
を
加
え
若
く
は
我
軍
に
対
し
攻
撃
的
態
度
を
採

ら
ざ
る
限
り
は
、
団
体
の
如
何
を
問
わ
ず
自
ら
求
め
て
之
を
攻

撃
す
る
こ
と
な
く
露
軍
の
措
置
に
委
す
る
も
の
と
す
。
而
し
て

屢
我
武
力
を
以
て
圧
迫
を
加
ふ
る
こ
と
は
、
却
て
露
人
の
反
感

を
誘
致
す
る
恐
あ
る
こ
と
。

二
． 

単
に
威
力
を
以
て
極
東
三
州
［
沿
海
、
ア
ム
ー
ル
、
ザ
バ
イ
カ

ル
］
の
統
治
を
全
う
す
る
こ
と
は
現
下
の
事
態
に
適
応
せ
ざ
る

も
の
に
あ
る
に
顧
み
、
三
州
の
秩
序
を
回
復
せ
ん
に
は
、
先
ず

各
地
に
台
頭
せ
る
穏
健
な
る
諸
政
治
団
体
の
融
合
統
一
を
見
る

こ
と
希
望
に
堪
へ
ざ
る
が
、
其
何
人
を
以
て
之
が
施
政
に
任
せ

し
む
べ
き
や
は
彼
等
の
欲
す
る
所
に
一
任
し
、
何
等
従
来
の
関

係
に
拘
束
せ
ら
る
る
が
如
き
こ
と
無
き
を
要
す︶

₂₃
︵

。」

　

つ
ま
り
、
過
激
派
を
含
め
て
、
相
手
方
が
攻
撃
的
で
な
い
限
り
は
、
日
本

側
か
ら
武
力
で
威
圧
し
た
り
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
行
わ
な
い
。
現
地
の

穏
健
政
治
団
体
が
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
こ
は
諸
勢
力
の
や
り

か
た
に
任
せ
、
内
政
不
干
渉
の
方
針
を
採
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

　

一
月
二
一
日
、
当
時
参
謀
本
部
付
だ
っ
た
奈
良
武
次
（
一
八
六
八
～

一
九
六
二
）
陸
軍
中
将
は
、
総
理
官
邸
で
田
中
義
一
陸
相
か
ら
大
井
成
元

（
一
八
六
三
～
一
九
五
一
）
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
司
令
官
に
伝
達
す
る
指
示
事

項
を
聞
き
取
っ
た
。
奈
良
が
日
記
に
記
し
た
そ
の
要
旨
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

「
西
比
利
亜
に
於
け
る
現
下
の
状
況
に
鑑
み
、
措
き
置
き
（
マ
マ
）
難

き
を
認
め
、
第
十
三
師
団
の
残
部
を
補
充
派
兵
の
意
味
を
以
て
今
回
増

加
せ
ら
れ
た
り
。
此
以
上
の
増
兵
は
当
分
望
み
な
し
。

米
国
撤
兵
後
は
、
日
本
及
支
那
に
て
西
伯
利
の
時
局
を
担
任
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
日
本
は
今
大
正
七
年
出
兵
当
時
中
外
に
為
せ
る
宣
言
を
遵
守

し
、
チ
ェ
ッ
ク
救
援
の
事
業
を
継
続
す
。（
中
略
）

然
ら
ば
チ
ェ
ッ
ク
撤
退
完
了
後
は
如
何
す
る
や
。（
中
略
）
此
場
合
に

宣
言
に
基
き
撤
兵
す
る
方
針
な
り
。
此
際
尚
居
直
強
盗
然
と
し
て
依
然

駐
兵
す
る
こ
と
は
、
外
列
国
に
対
し
内
国
内
与
論
に
顧
み
到
底
許
さ
ざ

る
所
な
る
べ
し
。

然
れ
ど
も
帝
国
自
衛
の
必
要
な
る
小
極
限
の
処
置
を
取
る
べ
き
は
自
ら

当
然
の
こ
と
な
れ
ば
、
過
激
派
の
帝
国
領
土
若
く
は
其
勢
力
範
囲
に
侵

入
し
来
た
る
が
如
き
危
険
を
予
防
す
る
の
処
置
を
取
る
こ
と
は
、
帝
国

自
衛
上
の
権
利
に
属
す
る
と
認
む
。

之
が
為
に
は
浦
塩
附
近
、
ニ
コ
リ
ス
ク
、
ポ
グ
ラ
ニ
チ
ナ
ヤ
、
哈
爾
浜
、

満
州
里
に
亘
る
線
を
守
備
し
、
尚
要
す
れ
ば
北
部
樺
太
を
守
備
す
る
こ

と
あ
る
べ
し︶

₂₄
︵

。」
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尼
港
事
件
以
前
の
こ
の
段
階
で
、
す
で
に
北
サ
ハ
リ
ン
へ
の
出
兵
が
ほ
の

め
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
に
続
い
て
、
奈
良
は
日
記
に
は

次
の
よ
う
な
伝
達
事
項
を
記
載
す
る
。

「一
． 

此
目
的
を
玩
味
す
る
と
き
は
、
セ
メ
ノ
フ
仮
令
東
三
州
に
自
治

を
確
立
す
る
に
成
功
す
る
も
之
を
継
続
援
助
せ
ず
、
見
捨
て
る

こ
と
あ
る
べ
し
。

一
． 

セ
メ
ノ
フ
及
Ｓ
Ｒ
妥
協
し
東
三
州
の
統
一
に
成
功
し
此
等
責
任

者
よ
り
日
本
軍
の
駐
屯
を
希
望
す
る
が
如
き
場
合
は
自
ら
別
問

題
に
し
て
、
更
に
政
府
の
詮
議
に
附
す
。

一
． （
略
）

一
． 

チ
ェ
ッ
ク
撤
退
前
、
即
ち
日
本
軍
の
駐
屯
期
内
に
過
激
派
政
府

軍
が
貝
加
爾
を
超
へ
て
東
三
州
に
侵
入
せ
ん
と
す
る
と
き
は
如

何
。
此
時
は
之
を
阻
止
す
る
こ
と
必
要
な
り
。
但
し
成
る
べ
く

露
軍
を
し
て
之
に
当
ら
し
め
、
日
本
軍
は
直
接
戦
闘
の
衝
に
当

た
る
こ
と
は
避
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

一
． （
略︶

₂₅
︵

）」

　

こ
れ
は
、
エ
ス
エ
ル
が
参
加
し
た
政
府
は
許
容
す
る
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
は
許
容
し
な
い
。
し
か
し
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
が
い
る
限
り
は
そ

の
問
題
は
生
じ
な
い
と
い
う
判
断
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
実
際
に
は
、

こ
の
直
後
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
沿
ゼ
政
府
、
す
な
わ
ち
エ
ス
エ
ル
と
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
連
立
政
権
が
成
立
し
、
さ
ら
に
カ
ッ
ペ
リ
軍
も
こ
れ
に
加
わ

ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
月
初
め
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
と

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
間
で
協
定
が
結
ば
れ
、
両
者
の
敵
対
関
係
に
は
す
で
に

終
止
符
が
打
た
れ
て
い
た︶

₂₆
︵

。

　

こ
の
後
奈
良
は
一
月
二
八
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
り
、
現
地
で
沿
ゼ

政
府
成
立
を
目
撃
す
る
。
そ
の
後
、
各
地
に
駐
留
す
る
日
本
軍
を
巡
回
し
て

ハ
ル
ビ
ン
、
満
州
里
、
チ
タ
を
訪
ね
、
ハ
イ
ラ
ル
を
経
由
し
て
ハ
ル
ビ
ン
に

戻
る
と
、
奉
天
、
天
津
を
経
て
北
京
に
入
り
、
旅
順
、
大
連
、
京
城
を
経
て

三
月
一
五
日
に
帰
京
し
た
。

　

沿
ゼ
政
府
成
立
後
、
陸
軍
は
上
の
路
線
の
軌
道
修
正
を
は
か
っ
た
。「
極

秘
対
西
伯
利
政
策
ノ
経
過
」（
大
正
一
〇
年
四
月
二
三
日
陸
軍
省
軍
務
局
軍

事
課
）
は
、
沿
ゼ
政
府
発
足
直
後
の
二
月
三
日
に
陸
軍
次
官
か
ら
派
遣
軍
参

謀
長
に
次
の
よ
う
な
指
示
が
送
ら
れ
た
と
す
る
。

「
浦
潮
付
近
に
於
け
る
騒
擾
に
関
す
る
件
（
大
正
九
年
二
月
三
日
閣
議

決
定
）

　
　

次
官
よ
り
浦
潮
派
遣
軍
参
謀
長
へ
電
報

　

最
近
「
ニ
コ
リ
ス
ク
」
及
浦
潮
等
に
於
け
る
騒
擾
は
「
チ
ェ
ッ
ク
」

軍
の
還
送
を
阻
碍
し
且
公
安
に
危
険
な
る
も
の
あ
る
や
に
察
せ
ら
る
る

處
、
過
般
大
臣
よ
り
対
政
治
団
体
態
度
に
関
し
指
示
あ
り
た
る
も
、
将

来
真
に
過
激
派
の
行
動
に
し
て
前
記
の
懸
念
あ
り
と
認
め
ら
る
る
場
合

に
於
い
て
は
、
適
応
の
處
置
を
執
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
き
儀
に
付
為

念︶
₂₇
︵

」
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先
方
か
ら
攻
撃
さ
れ
な
い
限
り
非
干
渉
と
い
う
方
針
だ
っ
た
は
ず
が
、「
懸

念
あ
り
」
の
場
合
「
適
応
の
處
置
を
執
る
こ
と
は
差
支
」
な
い
と
、
す
で
に

こ
の
時
点
で
骨
抜
き
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
一
〇
日
後
、
田
中
陸
相
は
二
月
一
三
日
の
閣
議
決
定
に
よ
る
と
し
て
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
の
輸
送
上
「
治
安
を
確
保
す
る
名
義
を
以
て
、

ザ
バ
イ
カ
ル
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
の
「
沿
線
上
貴
官
ノ
定
む
る
地
域

内
に
過
激
派
に
属
す
る
武
装
団
体
の
存
在
を
許
さ
ざ
る
旨
を
警
告
し
、
且
其

の
監
視
に
必
要
な
る
方
法
を
講
せ
ら
る
へ
し
」
と
大
井
司
令
官
に
電
報
で
指

示
し
た︶

₂₈
︵

。

　

参
謀
本
部
『
西
伯
利
出
兵
史
』
が
記
す
次
の
三
月
四
日
の
陸
軍
省
内
報
は
、

以
上
の
路
線
の
延
長
上
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
あ
ろ
う
。

   「
斯
く
て
三
月
四
日
軍
司
令
官
は
軍
の
行
動
に
関
す
る
二
月
二
四
日

閣
議
決
定
事
項
に
就
き
、
陸
軍
省
ヨ
リ
内
報
を
受
領
し
、
我
軍
は
其
守

備
区
域
内
に
過
激
派
に
属
す
る
武
装
団
体
の
存
在
を
許
さ
ざ
る
の
主
義

に
決
せ
し
を
知
り
、
五
日
陸
軍
中
央
部
の
意
図
に
基
き
、
軍
参
謀
長
を

し
て
関
係
各
団
隊
長
に
左
記
の
如
く
内
報
せ
し
め
た
り
（
後
略︶

₂₉
︵

）」

　

日
本
軍
は
、
表
向
き
閣
議
決
定
の
謳
う
中
立
路
線
を
維
持
し
つ
つ
、
過
激

派
の
武
力
を
実
力
で
排
除
し
、
そ
の
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
を
方
針
と
し
た
の

で
あ
る︶

₃₀
︵

。

　

一
九
二
〇
年
初
め
、
沿
海
州
に
は
第
十
四
師
団
に
加
え
て
第
十
三
師
団
の

一
部
が
追
加
派
兵
さ
れ
た︶

₃₁
︵

。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
撤
兵
を
開
始
し
、
四
月

一
日
に
こ
れ
を
完
了
す
る
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
の
撤
兵
も
進
行
し
、

日
本
軍
の
単
独
駐
兵
に
近
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
「
過
激
派
」
政
府
の
成
立
が
迫
っ
て
い
る
と
み
た
日
本
軍
は
、
こ
こ
で
沿

ゼ
政
府
に
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
月
三
一
日
、
日
本
政
府
は
居
留
民
の
安
全
確
保
や
隣
接
す
る
鮮
満
に
対

す
る
危
険
が
存
在
す
る
た
め
に
駐
兵
を
継
続
す
る
と
、
出
兵
目
的
の
修
正
を

声
明
し
た︶

₃₂
︵

。

　

四
月
二
日
、
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
は
急
遽
沿
ゼ
政
府
に
、
駐
留
に
必
要
な
宿

営
・
通
信
な
ど
の
便
宜
供
与
、
日
本
軍
に
勤
務
す
る
ロ
シ
ア
人
の
不
逮
捕
と

行
動
の
自
由
、
敵
対
行
為
の
禁
止
、
日
本
軍
と
日
本
政
府
を
批
判
す
る
言
論

の
禁
止
、
日
本
人
の
生
命
・
財
産
の
保
護
に
最
善
を
尽
く
す
等
の
要
求
を
突

き
つ
け
て
交
渉
を
始
め
る
。
沿
ゼ
政
府
は
四
日
に
こ
れ
を
受
諾
し
、
翌
日
調

印
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て
、
日
本
軍
の
駐

留
す
る
沿
海
州
各
地
で
武
力
衝
突
が
発
生
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
中
の
最
重
要
事
件
の
ひ
と
つ
と
み
ら
れ
る

が
、
残
念
な
が
ら
日
本
で
こ
れ
を
扱
っ
た
論
文
は
ま
だ
な
い
。
今
の
と
こ
ろ

原
の
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
が
最
も
詳
し
い
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
参
照
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て︶

₃₃
︵

、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
個
別

的
な
問
題
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
こ
れ
が
ロ
シ
ア
側
の
発
砲
で
始
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る︶

₃₄
︵

。
事
件
後
日
本
軍
は
そ
の
よ
う
に
発
表
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
こ
れ
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
の
所
蔵
す
る
陸
軍
史
料『
西
密
受
大
日
記
』一
九
二
〇
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年
二
月
分
は
、
次
の
よ
う
な
文
書
を
収
録
し
て
い
る
。

　
「［
陸
軍
］
次
官
よ
り
浦
潮
派
遣
軍
参
謀
長
へ
電
報
（
暗
号
）

今
回
露
国
政
治
団
体
に
対
し
貴
軍
よ
り
発
せ
ら
る
べ
き
警
告
は
最
後

通
牒
の
意
義
に
あ
ら
ず
と
承
知
相
成
べ
く
為
念
。
何
れ
委
細
は
大
臣

よ
り
松
平
政
務
部
長︶

₃₅
︵

に
申
含
め
あ
る
を
以
て
同
官
よ
り
聴
取
せ
ら
れ

た
し
。

駆
逐
艦
を
朝
鮮
東
海
岸
に
待
機
せ
す
む
る
こ
と
に
就
て
は
、
海
軍
と

協
議
済
な
る
も
、
其
の
実
行
迄
に
は
若
干
の
時
日
を
要
す
と
承
知
さ

れ
た
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　

西
一
六
一　

四
月
二
日
発
電
（
印
章︶

₃₆
︵

）」

　
「［
陸
軍
］
次
官
よ
り
浦
潮
派
遣
軍
参
謀
長
へ
電
報
（
暗
号
）

露
国
政
治
団
体
に
対
し
二
日
与
え
ら
れ
た
る
貴
軍
の
警
告
は
、
最
後
通

牒
の
意
義
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
西
一
六
一
を
以
て
電
報
し
た
る
處
、
我

軍
が
愈
々
断
然
武
力
を
以
て
彼
等
に
臨
む
に
就
て
は
我
国
民
に
も
其

の
必
要
を
自
覚
せ
し
め
諸
外
国
に
も
我
立
場
を
十
分
了
解
せ
し
め
置

く
の
必
要
あ
る
は
勿
論
に
し
て
、
真
面
目
に
武
力
を
加
え
ん
と
す
る

に
方
り
て
は
日
本
が
自
衛
の
必
要
上
止
む
を
得
ざ
る
に
出
て
た
る
こ

と
な
り
と
の
立
場
に
在
る
を
要
す
。
斯
の
如
く
な
り
て
始
め
て
我
が

態
度
に
強
み
を
加
ふ
る
一
義
な
る
を
以
て
、
事
軽
挙
に
出
て
日
本
が

故
ら
に
為
に
す
る
所
あ
る
が
如
き
口
実
を
与
ふ
る
は
、
之
を
避
く
る

こ
と
に
十
分
注
意
を
払
は
れ
た
し
。
又
今
後
の
交
渉
は
相
手
方
が
過

激
派
軍
隊
な
れ
ば
差
支
え
な
き
も
、
政
治
団
体
に
対
す
る
も
の
な
れ

ば
、
外
交
に
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
が
故
に
、
松
平
政
務
部
長
帰
軍

の
上
、
司
令
官
の
意
図
に
基
き
直
接
交
渉
の
衝
に
当
ら
し
む
る
を
適
当

と
認
む
。
承
知
あ
り
た
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
一
六
四

決
行
済　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
四
日
□
直
発
電︶

₃₇
︵

」

　

つ
ま
り
、
四
月
四
日
の
夜
を
待
た
ず
に
、
武
力
行
使
の
実
行
を
前
提
と
し

た
指
示
が
本
省
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
十
三
師
団
長
と
し
て
沿
海
州
に
出
動
し
た
西
川
虎
次
郎
は
、
著

書
『
西
伯
利
出
征
私
史
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
前
略
）
三
月
中
旬
に
至
れ
り
。
此
時
我
参
謀
本
部
は
過
激
派
の
武
装

を
解
除
し
守
備
上
の
安
全
を
期
す
べ
く
軍
司
令
官
に
訓
令
し
、
軍
司
令

官
は
実
行
上
之
を
二
期
に
分
ち
、
先
ず
四
月
上
旬
に
平
和
的
交
渉
を
な

し
、
其
の
状
況
に
依
り
更
に
五
月
上
旬
第
二
回
の
交
渉
を
行
ふ
に
決

せ
り︶

₃₈
︵

。

　

そ
の
後
、
派
遣
軍
司
令
官
の
通
牒
に
よ
り
、
西
川
は
師
団
に
以
下
の
よ
う

な
通
牒
を
発
し
た
と
い
う
。

イ
．（
略
）

ロ
．
浦
潮
政
治
団
体
統
轄
下
に
あ
る
地
域
の
武
装
団
体
に
対
し
武
装
解
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除
を
な
す
場
合
に
は
、
当
該
地
最
高
級
指
揮
官
其
旨
を
彼
に
通

告
し
て
実
行
す

　

 
武
装
解
除
は
疾
風
迅
雷
的
に
決
行
し
、
一
時
之
を
拘
禁
す
。
爾

後
の
処
置
は
軍
よ
り
指
示
す
。

　

 

但
爾
後
の
動
作
を
拘
束
せ
ら
れ
又
は
兵
力
の
分
散
を
避
く
べ
し
。

　

 

故
に
状
況
に
よ
り
或
は
退
去
を
命
じ
或
は
解
放
す
る
こ
と
あ
り
。

ハ
．
武
装
解
除
に
応
ぜ
ざ
る
も
の
に
は
断
然
兵
器
を
使
用
す
。

ニ
．
通
信
交
通
機
関
は
最
先
に
占
領
す
（
後
略︶

₃₉
︵

）。

　

つ
ま
り
、
三
月
中
旬
に
、
参
謀
本
部
か
ら
派
遣
軍
に
対
し
て
「
武
装
解

除
」
の
指
示
が
出
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
月
五
日
午
前

三
時
四
〇
分
に
派
遣
軍
司
令
部
か
ら
ニ
コ
リ
ス
ク
に
駐
在
す
る
第
十
三
師
団

に
、
武
装
解
除
実
施
命
令
が
伝
達
さ
れ
た︶

₄₀
︵

。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
付
け
加
え
れ
ば
、
当
時
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
駐
在
し
て

い
た
海
軍
の
派
遣
隊
が
、
四
月
初
め
に
撤
収
す
る
こ
と
に
な
り
準
備
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
四
月
一
日
に
第
十
四
師
団
司
令
部
か
ら
通
報
を
受
け
て
撤
退

輸
送
を
中
止
し
再
軍
備
を
整
え
警
戒
態
勢
を
取
っ
た
と
、
海
軍
戦
史
は
記
述

す
る
。
こ
れ
は
陸
軍
が
武
力
に
よ
っ
て
革
命
派
を
追
い
出
す
政
変
を
予
定
し

て
い
た
こ
と
の
反
映
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か︶

₄₁
︵

。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
四
月
四
・
五
日
の
沿
海
州
武
力
衝
突
事
件
は
、
日
本

軍
が
自
ら
準
備
し
決
行
し
た
も
の
に
違
い
な
い
と
考
え
る︶

₄₂
︵

。

　

こ
の
武
力
衝
突
事
件
の
中
で
、
日
本
軍
は
ヴ
ォ
イ
ツ
ェ
ホ
フ
ス
キ
ー
の
使

者
と
し
て
来
て
い
た
ペ
ト
ロ
フ
な
ど
を
殺
害
し
た
。
ヴ
ォ
イ
ツ
ェ
ホ
フ
ス

キ
ー
の
交
渉
は
暴
露
さ
れ
、
チ
タ
に
い
た
関
係
者
は
処
刑
さ
れ
、
ヴ
ォ
イ

ツ
ェ
ホ
フ
ス
キ
ー
は
チ
タ
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
カ
ッ
ペ
リ

軍
と
沿
ゼ
政
府
の
提
携
は
、
日
本
軍
と
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
に
よ
っ
て
徹
底
的
に

弾
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
そ
の
他
沿
海
州
南
部
で
行
わ
れ
た
の
は
武
装
解
除
で
あ

る
が
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
は
、
市
街
戦
に
よ
り
革
命
派
を
六
日
朝
ま
で
に
市

内
か
ら
放
逐
し
た
。
こ
の
時
の
日
本
側
死
者
は
九
〇
人
、
負
傷
者
一
八
三
人

だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
や
ニ
コ
リ
ス
ク

＝

ウ
ス
リ
ー

ス
キ
ー
な
ど
沿
海
州
南
部
を
担
当
し
た
第
十
三
師
団
の
こ
の
時
の
死
傷
者
全

体
に
ほ
ぼ
等
し
い︶

₄₃
︵

。
そ
の
後
保
守
派
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
リ
ホ
イ
ド
フ
が

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
長
に
擁
立
さ
れ
た
。
市
は
革
命
派
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
、

戦
闘
は
一
箇
月
以
上
継
続
し
た
。

　

こ
こ
で
、
な
ぜ
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
は
こ
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
革
命

派
を
放
逐
し
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
は
革
命

派
が
沿
海
州
南
部
か
ら
こ
こ
に
根
拠
地
を
移
す
動
き
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

芽
を
摘
み
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
尼
港
事
件
お
よ
び
北
サ
ハ
リ
ン

占
領
へ
の
対
応
の
関
係
か
ら
、
こ
こ
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
軍
事
的
に
要

請
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
ア

ム
ー
ル
河
を
下
っ
た
先
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
北
サ
ハ
リ
ン
が
あ
る
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
押
さ
え
て
い
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
に
援
軍

を
送
り
、
あ
る
い
は
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
か
ら
避
難
す
る
者
を
収
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
本
軍
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
摘
み
、
ニ
コ
ラ
エ

フ
ス
ク
と
北
サ
ハ
リ
ン
を
そ
の
手
に
確
保
す
る
た
め
に
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
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ら
革
命
派
を
排
除
し
て
そ
こ
を
掌
握
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る︶

₄₄
︵

。

　

こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
は
、
尼
港
事
件
（
三
月
）
の
生
存
者
を
救
出
す
る

た
め
に
は
、
革
命
派
と
交
渉
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
生
存
者
の
救
出
を
第
一
に
す
る
な
ら
ば
、
革
命
派
と
の
武
力

衝
突
を
避
け
る
べ
き
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
軍
は
革
命
派
と
交
渉
す
る
こ

と
を
避
け
た
形
跡
が
あ
る
。
交
渉
し
な
い
た
め
に
、
武
力
で
こ
れ
を
放
逐
す

る
こ
と
を
選
択
し
た
と
も
言
え
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
理
由
は
、
北
サ
ハ
リ
ン

で
の
行
動
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
だ
っ
た︶

₄₅
︵

。

　

四
月
四
・
五
日
の
沿
海
州
武
力
衝
突
事
件
の
結
末
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
ま

と
め
て
お
き
た
い
。

　

武
力
衝
突
後
、
日
本
軍
は
沿
ゼ
政
府
に
代
わ
る
政
府
の
擁
立
を
は
か
っ
た

が
、
不
首
尾
に
終
わ
り
、
沿
ゼ
政
府
が
引
き
続
き
政
権
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た︶
₄₆
︵

。
但
し
北
部
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
郡
を
失
い
、
そ
の
影
響
力
は
、
沿
海
州
南

部
に
事
実
上
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

四
月
一
四
日
、
ク
ラ
コ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
が
沿
ゼ
政
府
軍
の
司
令
官
を
退
き
、

ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
陸
軍
中
将
（
一
八
七
五
～
一
九
三
三
）
が

司
令
官
に
就
い
た︶

₄₇
︵

。
と
は
い
え
、
四
月
の
事
件
に
よ
り
政
府
軍
は
武
装
解
除

さ
れ
、
あ
る
い
は
山
岳
地
帯
に
逃
亡
す
る
な
ど
し
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

軍
隊
と
し
て
の
実
質
を
失
っ
て
い
た
。

　

沿
ゼ
政
府
は
日
本
軍
と
の
間
で
協
議
を
行
い
、
四
月
二
九
日
に
休
戦
協
定

を
結
ん
だ
（
た
だ
し
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
方
面
は
別
）。
そ
の
要
点
は
、
鉄
道
線

か
ら
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
ロ
シ
ア
軍
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
、
た

だ
し
日
本
軍
の
許
可
を
得
れ
ば
鉄
道
に
よ
り
移
動
可
能
、
立
ち
入
り
禁
止
区

域
内
の
兵
器
弾
薬
等
を
日
本
が
押
収
す
る
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
の
治
安
維

持
の
た
め
警
察
隊
を
置
く
が
、
そ
の
定
員
や
装
備
に
つ
い
て
日
本
軍
の
承
認

が
必
要
、
戦
闘
用
材
料
の
製
作
を
禁
止
し
日
本
側
の
工
場
監
督
権
を
認
め

る
、
等
々
で
あ
る
。
な
お
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
か
ら
撤
収
す
る
ロ
シ
ア
軍

は
、
ザ
バ
イ
カ
ル
州
と
サ
ハ
リ
ン
州
に
移
動
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
が
い
る
ザ
バ
イ
カ
ル
お
よ
び
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス

ク
・
北
サ
ハ
リ
ン
に
、
革
命
派
の
部
隊
が
入
る
こ
と
を
特
に
抑
止
し
た
い
理

由
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る︶

₄₈
︵

。

第
二
期　

体
制
模
索
期

　
（
一
九
二
〇
年
四
月
初
め
～
一
九
二
〇
年
六
月
二
〇
日
）

　

四
月
六
日
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
で
極
東
共
和
国
の
建
国
が
宣
言
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
同
地
で
沿
バ
イ
カ
ル
・
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
臨
時
政
府
を
立
ち

上
げ
た
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
ら
に
よ
る
、
沿
ゼ
政
府
が
消
滅
し
か
ね
な

い
危
機
的
事
態
へ
の
対
応
と
考
え
ら
れ
る
。
極
東
共
和
国
は
、
ザ
バ
イ
カ
ル
、

ア
ム
ー
ル
、
沿
海
、
サ
ハ
リ
ン
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
と
中
東
鉄
道
収
用
地
を
領

土
と
す
る
と
宣
言
し
た
。
沿
ゼ
政
府
に
並
立
す
る
第
二
の
緩
衝
国
が
建
国
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
時
普
通
選
挙
の
要
求
を
拒
否
さ
れ
た
エ
ス
エ
ル
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
活
動
家
た
ち
が
政
府
を
離
脱
し
、
極
東

共
和
国
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
単
独
政
権
と
な
っ
た︶

₄₉
︵

。

　

沿
海
州
に
お
い
て
は
、
日
本
軍
の
駐
兵
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
り
、
諸
党
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派
が
政
府
に
結
集
し
て
日
本
軍
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

日
本
軍
の
武
力
行
使
は
、
や
ぶ
蛇
の
結
果
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る︶

₅₀
︵

。

　

四
月
一
九
日
、
沿
ゼ
政
府
は
行
政
部
を
改
組
し
た
（
構
成
に
つ
い
て
は
末

尾
の
一
覧
を
参
照
）。
政
府
構
成
員
全
員
の
党
派
を
確
定
で
き
な
い
が
、
ボ

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
な
ど
穏
健
社
会
主
義
者
の
連
立
が
継
続
し
た
と

見
ら
れ
る
。

　

四
月
二
〇
日
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
は
社
会
団
体
・
諸
政
党
の
協
議
会
で

政
府
施
政
方
針
を
表
明
し
、
政
府
各
部
の
法
規
的
整
備
、
国
民
議
会
の
設
立

準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
民
議
会
は
憲
法
制
定
前
の
予
備
議

会
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
が
、
民
意
を
反
映
す
る
機
関
を
置
く
こ
と
に
よ

り
、
内
外
に
統
治
の
正
統
性
を
高
め
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

　

五
月
二
五
日
、
極
東
国
民
議
会
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
た
。
選
挙
は
、
直
接

選
挙
に
よ
る
議
席
と
政
治
団
体
・
社
会
団
体
の
委
任
に
よ
る
議
席
の
混
合
選

挙
制
で
、
都
市
で
は
秘
密
投
票
に
よ
る
普
通
・
直
接
・
平
等
選
挙
が
行
わ
れ

た
が
、
農
村
で
は
地
方
自
治
機
関
が
選
出
方
法
を
決
定
す
る
と
さ
れ
た︶

₅₁
︵

。
国

民
議
会
の
立
法
は
政
府
の
承
認
を
得
て
は
じ
め
て
効
力
を
発
す
る
。
政
府
は

法
案
を
国
民
議
会
に
提
出
で
き
る
が
、
一
〇
人
以
上
の
代
議
員
の
署
名
が
な

い
と
審
議
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
政
府
の
組
織
・
権
限
に
つ
い

て
は
明
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
会
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
条
項
も
な

か
っ
た
。

　

以
上
の
動
き
の
一
方
で
、
四
月
中
旬
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
、
ヴ
ィ
レ

ン
ス
キ
ー
と
松
平
恒
雄
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
政
務
部
長
が
会
談
し
た
。
ヴ
ィ
レ

ン
ス
キ
ー
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
代
表
と
し
て
日
本
軍
の
撤
兵
を
要
求

す
る
と
と
も
に
和
平
の
締
結
を
申
し
入
れ
、
軍
備
の
制
限
な
ど
一
定
の
譲
歩

の
用
意
が
あ
る
と
伝
え
た
。
な
お
沿
ゼ
政
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
対
日

関
係
上
必
要
な
ら
ば
そ
の
存
在
を
妨
げ
な
い
と
述
べ
た︶

₅₂
︵

。

　

こ
の
こ
ろ
原
内
閣
は
、
サ
ハ
リ
ン
州
に
出
兵
し
つ
つ
、
ザ
バ
イ
カ
ル
か
ら

の
撤
兵
方
針
を
固
め
た︶

₅₃
︵

。
し
か
し
、
そ
の
場
合
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
は
持
ち
こ
た

え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

大
井
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
司
令
官
は
、
五
月
四
日
に
田
中
義
一
陸
相
か
ら
、

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
と
沿
ゼ
政
府
を
妥
協
さ
せ
て
西
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
勢
力
と
の
間

に
緩
衝
地
帯
を
つ
く
る
よ
う
に
指
導
せ
よ
と
訓
令
さ
れ
、
さ
ら
に
五
月
七
日

に
は
山
梨
半
造
陸
軍
次
官
（
一
八
六
四
～
一
九
四
四
）
か
ら
、
同
日
の
閣
議

決
定
を
踏
ま
え
て
宣
言
を
発
表
し
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
の
呼
び

か
け
に
応
え
て
交
渉
に
入
る
よ
う
指
示
さ
れ
た︶

₅₄
︵

。

　

大
井
司
令
官
が
五
月
一
一
日
に
発
表
し
た
声
明
は
、
極
東
三
州
を
統
合
し

た
自
治
政
府
の
実
現
を
歓
迎
す
る
と
し
て
、
チ
タ
に
駐
留
す
る
日
本
軍
と
の

停
戦
と
緩
衝
地
帯
設
定
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
自
治
政
府
の
組
織
に
日

本
軍
は
干
渉
せ
ず
、
そ
の
成
立
に
よ
っ
て
状
況
が
安
定
す
れ
ば
撤
兵
す
る
と

い
う
も
の
だ
っ
た︶

₅₅
︵

。
な
お
大
井
は
、
こ
の
後
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
を
承
認

す
る
こ
と
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
い
う
ち
に
交
渉
す
れ
ば
よ

い
条
件
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
中
央
に
具
申
し
た︶

₅₆
︵

。

　

こ
の
状
況
を
見
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
政
府
は
、
五
月
一
四
日
、
ヴ
ェ

ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
の
極
東
共
和
国
政
府
を
承
認
し
た
。
同
月
末
に
は
、
ア

ム
ー
ル
州
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
が
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
を
承
認
す

る
と
発
表
し
た︶

₅₇
︵

。
五
月
二
五
日
、
ゴ
ン
ゴ
タ
駅
で
日
本
軍
代
表
（
黒
沢
準
陸
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軍
大
佐
）
と
極
東
共
和
国
の
代
表
（
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ペ
ト
ロ
フ
）
に
よ
る
停

戦
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
も
な
く
、
交
渉
権
限
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
中
断
す
る
。

　

こ
の
頃
、
日
本
軍
の
進
撃
が
迫
る
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
で
は
、
ト
リ
ャ
ピ
ー

ツ
ィ
ン
の
率
い
る
パ
ル
チ
ザ
ン
が
多
数
の
市
民
を
殺
害
し
て
市
に
火
を
放
ち
、

市
民
を
連
れ
て
ア
ム
グ
ン
河
を
遡
行
し
ケ
ル
ビ
に
避
難
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

獄
に
あ
っ
た
日
本
人
捕
虜
も
、
こ
の
時
全
員
殺
害
さ
れ
た
。
尼
港
事
件
の
う

ち
五
月
の
事
件
で
あ
る︶

₅₈
︵

。
日
本
軍
は
六
月
三
日
に
同
市
に
入
っ
た
が
、
誰
も

生
存
者
を
救
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

六
月
五
日
、
沿
ゼ
政
府
は
通
貨
価
値
下
落
へ
の
対
策
と
し
て
新
紙
幣
を
発

行
す
る
通
貨
改
革
を
実
施
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
る︶

₅₉
︵

。

　

そ
し
て
、
六
月
一
五
日
に
国
民
議
会
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。

第
三
期　

極
東
統
一
交
渉
へ
の
対
応
と
極
東
共
和
国
へ
の「
合
流
」

　
（
一
九
二
〇
年
六
月
二
〇
日
～
同
年
一
二
月
）

　

六
月
二
〇
日
、
国
民
議
会
が
召
集
さ
れ
た
。ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
な
ど
都
市
部

で
は
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
が
圧
勝
し
た
が
、
全
体
で
は
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ア

ボ
イ
モ
フ
を
代
表
と
す
る
農
民
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
七
五
人
、
共
産
党
が
二
六

人
、
商
工
グ
ル
ー
プ
九
人
な
ど
の
構
成
に
な
っ
た
（
末
尾
の
一
覧
を
参
照
）。

　

七
月
二
日
、
省
庁
長
官
会
議
が
改
組
さ
れ
て
新
し
い
政
府
が
組
織
さ
れ
、

商
工
業
者
グ
ル
ー
プ
の
ボ
リ
ス
・
ブ
リ
ネ
ル
や
イ
ヴ
ァ
ン
・
ツ
ィ
ン
メ
ル
マ

ン
（
一
八
六
七
～
一
九
三
一
）
な
ど
が
参
加
す
る
大
連
立
政
府
が
生
ま
れ
た 

（
末
尾
の
一
覧
を
参
照
）。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ニ
キ
ー
フ
ォ
ロ
フ
が
退
き
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
メ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
ビ
ナ
シ
ク（
一
八
八
三
～
一
九
三
八
）

が
議
長
に
な
っ
た
。
新
政
府
は
国
民
議
会
で
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た︶

₆₀
︵

。

　

パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
は
こ
の
政
府
の
構
成
に
つ
い
て
、
松
平
政
務
部
長
が
、

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
削
っ
て
有
産
者
を
含
め
る
な
ら
ば
、
最
も
民
主
的
な
政

府
と
し
て
極
東
統
合
の
中
心
と
な
り
得
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ

と
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
軍
も
速
や
か
に
撤
収
す
る
だ
ろ
う
と

発
言
し
た
と
す
る︶

₆₁
︵

。
政
府
人
事
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
の
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ

ン
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
月
三
日
、
日
本
政
府
は
、
北
サ
ハ
リ
ン
の
占
領
と
ザ
バ
イ
カ
ル
か
ら
の

撤
兵
を
セ
ッ
ト
で
発
表
し
た
。
ま
た
、
外
部
の
ロ
シ
ア
政
権
の
影
響
力
を
北

サ
ハ
リ
ン
か
ら
排
除
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
も
そ
も
、
尼
港
事
件
の

被
害
に
つ
い
て
交
渉
す
べ
き
責
任
政
府
が
い
な
い
と
い
う
の
が
サ
ハ
リ
ン
州

占
領
の
理
由
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
主
権
を
主
張
す
る
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン

ス
ク
政
府
と
沿
ゼ
政
府
の
両
方
を
、
当
事
者
と
し
て
拒
否
し
た
こ
と
を
意
味

し
た
。
七
月
初
め
、
北
部
沿
海
州
派
遣
軍︶

₆₂
︵

司
令
官
の
津
野
一
輔
陸
軍
少
将
は
、

北
サ
ハ
リ
ン
で
選
出
さ
れ
た
国
民
議
会
議
員
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
移
動
す

る
こ
と
を
許
す
べ
き
か
陸
軍
省
に
伺
い
を
立
て
、
同
月
二
〇
日
付
で
許
可
し

な
い
よ
う
に
指
示
を
受
け
た︶

₆₃
︵

。
北
サ
ハ
リ
ン
の
ロ
シ
ア
行
政
部
は
沿
ゼ
政
府

の
傘
下
に
入
る
意
向
だ
っ
た
が
、
日
本
軍
は
こ
れ
を
否
定
し
直
接
統
治
す
る

方
針
を
固
め
た
の
で
あ
り
、
実
際
、
八
月
初
め
に
現
地
行
政
を
接
収
す
る︶

₆₄
︵

。

　

七
月
八
日
、
ケ
ル
ビ
で
「
人
民
裁
判
」
の
判
決
の
結
果
、
ト
リ
ャ
ピ
ー
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ツ
ィ
ン
ら
サ
ハ
リ
ン
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
首
脳
部
が
銃
殺
さ
れ
、
執
行
部
が
交
代

し
た
。
そ
の
後
九
月
に
ケ
ル
ビ
に
「
サ
ハ
リ
ン
政
府
」
が
設
置
さ
れ
る
。
サ

ブ
リ
ン
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
に
よ
る
、
極
東

統
一
過
程
の
中
で
の
多
数
派
工
作
の
一
環
で
も
あ
っ
た︶

₆₅
︵

。

　

七
月
一
五
日
、
日
本
軍
は
ゴ
ン
ゴ
タ
で
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
と
、

停
戦
と
中
立
地
帯
の
設
定
、
緩
衝
国
が
共
産
主
義
国
家
に
な
ら
な
い
こ
と
で

合
意
し
、
協
定
を
結
ん
だ︶

₆₆
︵

。

　

こ
の
こ
ろ
沿
ゼ
政
府
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
極
東
諸
州
統
一
協
議
会
を

開
催
し
よ
う
と
、
極
東
各
州
の
政
府
に
代
表
派
遣
を
要
請
し
た
。
ア
ム
ー
ル

州
政
府
と
チ
タ
政
府
は
同
意
し
た
が
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
は
派

遣
を
拒
否
し
て
協
議
会
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
以
後
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン

ス
ク
政
府
と
の
間
で
、
極
東
統
一
政
権
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
七
月
ご
ろ
、
モ
ス
ク
ワ
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
政
府
は
、
ヴ
ェ
ル

フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
を
中
心
に
極
東
の
政
治
的
統
一
を
行
う
方
針
を
固
め

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

チ
タ
に
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
が
陣
取
っ
て
い
る
限
り
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス

ク
と
ア
ム
ー
ル
州
は
分
断
さ
れ
（
チ
タ
の
栓
）、
ア
ム
ー
ル
州
へ
の
往
来
は

制
約
さ
れ
る
。
ま
た
、
統
一
協
議
の
場
で
、
沿
ゼ
政
府
と
チ
タ
政
府
の
両
方

が
反
対
す
る
話
は
通
り
に
く
い
。
し
か
し
、
日
本
軍
が
ザ
バ
イ
カ
ル
か
ら
撤

兵
す
れ
ば
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
を
チ
タ
か
ら
追
い
出
し
て
ザ
バ
イ
カ
ル
州
と
ア

ム
ー
ル
州
の
両
方
を
掌
握
し
、
統
一
協
議
の
場
で
沿
ゼ
政
府
の
味
方
を
消
す

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
見
通
し
が
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

サ
ブ
リ
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
こ
ろ
共
産
党
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、

ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
が
極
東
統
合
の
中
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、
統
合
プ
ロ
セ
ス
の
引
き
延
ば
し
を
は
か
り
、
日
本
の
影
響
圏

外
で
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
た
と
い
う︶

₆₇
︵

。

　

一
九
二
〇
年
八
月
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
出
発
し
た
沿
ゼ
政
府
国
民
議
会

の
代
表
団
は
、
途
中
の
チ
タ
で
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
政
府
と
下
交
渉
し
た
後
ヴ
ェ

ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
に
向
か
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
の
ボ

リ
ス
・
シ
ュ
ミ
ャ
ツ
キ
ー
外
相
か
ら
、
自
政
府
を
統
合
の
中
心
と
す
る
と
い

う
文
書
（
ゴ
ン
ゴ
タ
宣
言
）
に
署
名
し
な
い
限
り
通
さ
な
い
と
告
げ
ら
れ
た
。

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
農
民
代
表
は
こ
れ
に
署
名
し
て
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス

ク
に
入
っ
た
が
、
他
の
団
員
は
署
名
を
断
り
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
カ
ブ
ツ
ァ
ン

（
一
八
八
五
～
一
九
二
四
）
が
団
長
職
を
ク
シ
ュ
ナ
リ
ョ
フ
に
譲
っ
た︶

₆₈
︵

。

　

八
月
二
〇
日
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
と
沿
ゼ
政
府
国
民
議
会
の

代
表
団
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
の
間
で
制
限
付
き
の
経
済
的
・
政
治

的
結
び
つ
き
を
持
ち
、
日
本
、
中
国
そ
の
他
の
諸
外
国
と
友
好
関
係
に
あ
る
、

民
主
的
な
統
一
極
東
共
和
国
を
形
成
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
外
国
の
影
響
下

に
な
い
場
所
に
、
普
通
選
挙
に
基
づ
く
憲
法
制
定
大
会
を
召
集
す
る
と
決
定

し
た
。
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
こ
う
し
て

ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
寄
り
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
か
に
見
え
た
が
、

そ
の
前
日
、
沿
ゼ
政
府
の
国
民
議
会
は
、
ゴ
ン
ゴ
タ
宣
言
を
否
認
し
て
代
表

団
を
召
還
す
る
と
し
た
た
め
、
合
意
は
無
効
と
な
っ
た︶

₆₉
︵

。

　

こ
の
少
し
前
の
八
月
一
三
日
、
モ
ス
ク
ワ
の
共
産
党
政
治
局
は
、「
極
東

共
和
国
に
つ
い
て
の
短
い
テ
ー
ゼ
」
を
採
択
し
、
極
東
共
和
国
は
大
陸
か
ら
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日
本
軍
が
完
全
に
撤
退
す
る
ま
で
存
続
す
べ
き
で
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
そ

の
中
心
と
し
て
不
適
当
だ
と
し
た︶

₇₀
︵

。
さ
ら
に
テ
ー
ゼ
は
、
こ
の
共
和
国
は
民

主
的
か
つ
資
本
主
義
的
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
議
会
も
そ
こ
に
あ

る
べ
き
で
な
い
と
し
た
上
で
、
す
べ
て
の
外
交
的
決
定
と
重
要
な
内
政
上
の

決
定
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
了
解
を
得
て
の
み
採
択
さ
れ
る
と
し
た︶

₇₁
︵

。

　

九
月
初
め
、
日
本
軍
が
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
撤
収
し
た
。
リ
ホ
イ
ド
フ
の

政
権
は
す
ぐ
に
崩
壊
し
、
ア
ム
ー
ル
方
面
か
ら
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
が
入
っ
て

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
が
再
建
さ
れ
た
。

　

一
〇
月
四
日
、
ス
ピ
リ
ド
ン
・
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
ら
非
社
会
主
義
者
ブ
ロ
ッ

ク
が
、
沿
ゼ
政
府
の
構
成
か
ら
脱
退
す
る
と
決
定
す
る
。
も
と
も
と
少
数
派

で
あ
っ
て
た
い
し
た
実
権
が
な
い
上
、
今
後
の
展
望
も
な
い
と
見
切
り
を
つ

け
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
民
議
会
の
多
数
派
で
あ
る
農
民
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

結
局
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
主
導
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ

フ
政
権
の
存
続
が
難
し
い
と
な
る
と
、
極
東
統
一
プ
ロ
セ
ス
で
沿
ゼ
政
府
が

ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
に
代
わ
る
路
線
を
主
導
す
る
こ
と
は
難
し
く

な
っ
た
。

　

一
〇
月
一
五
日
、
日
本
軍
が
ザ
バ
イ
カ
ル
州
か
ら
完
全
撤
退
し
た
。
そ
の

一
週
間
後
の
一
〇
月
二
二
日
、
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
が
チ
タ
を
占
領
し
、
ヴ
ェ

ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政
府
は
チ
タ
に
移
転
し
た
。
こ
の
後
の
事
態
の
展
開
は

速
か
っ
た
。

　

一
〇
月
二
八
日
、
チ
タ
で
極
東
統
一
の
た
め
の
各
州
政
府
協
議
会
が
開
会

し
、
三
〇
日
に
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
を
議
長
と
す
る
共
和
国
暫
定
実
務

幹
部
会
を
選
出
し
た
。
一
一
月
四
日
、
暫
定
実
務
幹
部
会
は
、
各
州
政
府
を

廃
止
す
る
法
律
を
公
布
し
た
。
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
は
沿
ゼ
政
府
の
非
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
代
表
団
員
抜
き
で
進
行
し
た
。

　

一
〇
月
三
〇
日
、
沿
ゼ
政
府
は
協
議
会
に
代
表
団
の
派
遣
を
決
定
し
た
が
、

代
表
団
が
チ
タ
に
揃
っ
た
の
は
一
一
月
七
日
だ
っ
た︶

₇₂
︵

。
協
議
会
は
一
一
月

一
〇
日
に
極
東
共
和
国
臨
時
政
府
を
選
出
し
た
が
、
こ
の
際
、
エ
ス
エ
ル
と

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
入
閣
を
拒
否
し
、
沿
ゼ
政
府
代
表
団
の
エ
ス
エ
ル
と
メ

ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
団
員
は
、
代
表
団
の
宣
言
署
名
を
無
効
だ
と
し
た
。
し
か

し
、
協
議
会
は
憲
法
制
定
会
議
を
一
九
二
一
年
一
月
二
五
日
に
召
集
す
る
と

決
定
し
て
、
翌
一
一
日
に
閉
会
し
た
。
沿
ゼ
政
府
の
内
閣
は
、
内
部
に
異
論

は
あ
っ
た
も
の
の
、
緩
衝
国
の
中
に
緩
衝
国
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
し

て
、
一
一
月
二
一
日
、
協
議
会
の
統
一
宣
言
を
承
認
し
た︶

₇₃
︵

。
し
か
し
日
本
軍

は
、
協
議
会
の
宣
言
を
承
認
し
な
か
っ
た
。
ゴ
ン
ゴ
タ
休
戦
協
定
が
破
ら
れ

て
い
る
上
、
沿
ゼ
政
府
の
発
言
権
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
手
続
き
が

不
当
だ
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う︶

₇₄
︵

。
し
か
し
、
ビ
ナ
シ
ク
首
相
が
こ
れ
で
方
針

を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
政
権
が
人
民
革
命
軍
に
敗
れ
て
崩
壊
す
る
と
、
セ
ミ
ョ
ー

ノ
フ
軍
と
カ
ッ
ペ
リ
軍
は
中
東
鉄
道
に
よ
り
満
州
に
移
動
し
た
。
ま
た
、
ロ

マ
ン
・
ウ
ン
ゲ
ル
ン
の
率
い
る
ア
ジ
ア
騎
兵
師
団
は
外
モ
ン
ゴ
ル
に
移
動
し
た︶

₇₅
︵

。

　

一
一
月
末
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
と
カ
ッ
ペ
リ
軍
は
満
州
か
ら
中
東
鉄
道
に

よ
り
沿
海
州
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、
沿
ゼ
政
府
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
政
府
軍
司
令
官
兼
陸
相
で
、
さ
ら
に
ビ
ナ
シ
ク
首
相
の
留
守

番
役
で
も
あ
っ
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
指
示
に
よ
り
、
両
軍
は
沿
海
州
に
入
る

こ
と
を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
政
府
の
決
定
に
反
す
る
措
置
で
あ
り
、
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ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
責
任
を
と
っ
て
政
府
と
軍
の
職
を
辞
任
し
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
自
分
の
判
断
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、

外
務
省
記
録
に
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
と
カ
ッ
ペ
リ
軍
を
沿
海
州
に
受
け
入
れ
る

よ
う
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
要
請
す
る
と
し
た
日
本
陸
軍
の
作
成
文
書
が
あ
る︶

₇₆
︵

。

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
を
認
め
て
は
日
本
軍
の
手
先
だ
っ
た

こ
と
に
な
る
の
で
、
沈
黙
を
守
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
時
両
軍
は
、
形
式
的
に
は
武
装
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

実
際
に
は
あ
る
程
度
の
軍
事
的
能
力
を
保
持
し
、
そ
の
後
の
沿
海
州
の
動
向

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る︶

₇₇
︵

。

　

一
二
月
一
一
日
、
国
民
議
会
は
極
東
の
統
一
に
賛
成
す
る
と
決
議
し
た
。

翌
一
二
月
一
二
日
、
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
は
極
東
臨
時
政
府
と
し

て
の
活
動
停
止
を
発
表
し
、
ア
ン
ト
ー
ノ
フ
を
長
と
す
る
沿
海
州
政
庁
が
、

極
東
共
和
国
の
地
方
政
府
と
し
て
発
足
し
た
。
国
民
議
会
も
、
地
方
議
会
と

し
て
当
面
存
続
す
る
。

　

こ
の
後
、
極
東
共
和
国
の
憲
法
制
定
会
議
の
選
挙
が
各
州
で
行
わ
れ
、
当

初
決
定
か
ら
や
や
遅
れ
て
二
月
に
チ
タ
で
開
会
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
と
め

　

沿
ゼ
政
府
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
日
本
の
軍
事
衝
突
を
避
け
る
緩

衝
国
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
二
月
革
命
で
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
に
導
入
さ
れ
た
地

方
自
治
機
関
を
足
が
か
り
に
、
一
九
二
〇
年
一
月
末
に
発
足
し
た
。
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
そ
の
他
諸
派
の
連
立
政
権
だ
っ
た
が
、
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
の
指
導
性
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
政
権
の
状
況
や
ス
タ
ン
ス

は
こ
の
後
約
一
年
に
わ
た
っ
て
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
。
こ
の
政
権
の
性

格
と
動
向
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
極
東
内
戦
史
の
研
究
に
と
っ
て
も
シ
ベ
リ

ア
出
兵
史
の
研
究
に
と
っ
て
も
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
研
究

の
大
き
な
空
白
領
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

沿
ゼ
政
府
は
、
ロ
シ
ア
の
内
戦
期
を
通
じ
て
唯
一
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
か

ら
一
時
は
有
産
者
代
表
ま
で
も
参
加
し
た
連
立
政
権
だ
っ
た
が
、
そ
の
こ

と
が
、
ソ
連
期
に
お
い
て
研
究
を
困
難
に
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
が
主
導
し
た
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
ジ
ン
ス
ク
政

府
に
よ
る
極
東
統
一
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
指
導
に
よ
る
「
正
し
い
路
線
だ
っ
た
」

と
な
る
と
、
こ
の
政
権
を
ど
う
描
く
こ
と
が
「
正
し
い
」
こ
と
な
の
か
、
非

常
に
難
し
い
問
題
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
政
権
を
視
野
に

入
れ
ず
に
、
極
東
の
内
戦
の
後
半
部
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
ソ
連
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
に
お

い
て
も
、
こ
の
政
権
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
非
常
に
手
薄
な
ま
ま
で
あ
る︶

₇₈
︵

。

ロ
シ
ア
国
家
極
東
歴
史
文
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
公
文
書
史
料
に
当
た
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
家
に
と
っ
て
、
こ

の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の
リ
ス
ク
も
し
く
は
制
約

が
存
在
す
る
と
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

一
方
で
、
欧
米
で
は
ス
ミ
ス
と
サ
ブ
リ
ン
が
、
こ
の
政
権
に
つ
い
て
非
常

に
す
ぐ
れ
た
研
究
を
発
表
し
て
き
た
。
ス
ミ
ス
は
、
公
刊
文
書
、
多
く
の
亡
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命
者
の
著
作
を
含
む
文
献
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
文
書
等
を
利
用

し
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
崩
壊
が
迫
っ
た
一
九
一
九
年
末
以
降
、
日
本
軍

が
撤
兵
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
極
東
共
和
国
軍
に
占
領
さ
れ
た
一
九
二
二

年
一
〇
月
ま
で
の
推
移
を
叙
述
し
た
。
た
い
へ
ん
先
駆
的
で
優
れ
た
研
究
で

教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ロ
シ
ア
の
公
文
書
史
料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
日
本
の
文
献
・
史
料
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
限
界
が
あ
っ
た
。

　

サ
ブ
リ
ン
の
新
著
は
、
ロ
シ
ア
の
公
文
書
史
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
そ
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、
極
東
全
般
を
視
野
に
入
れ
、

民
族
政
策
に
注
目
す
る
な
ど
、
非
常
に
高
度
な
研
究
で
あ
る
が
、
日
本
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
一
部
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
公
開
史
料
を
利
用

し
た
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
十
分
に
は
解
明
で
き
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ホ
ス
キ
ン
グ
が
一
九
二
〇
～
一
九
二
二

年
の
極
東
政
治
史
を
扱
っ
た
論
文
を
発
表
し
た︶

₇₉
︵

。
沿
ゼ
政
府
に
多
く
の
紙
幅

を
割
い
た
こ
の
論
文
は
、
サ
ブ
リ
ン
の
著
書
の
発
行
前
に
脱
稿
し
た
と
い
う

こ
と
で
こ
れ
を
参
照
し
て
お
ら
ず
、
主
に
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
著
書
や
セ
ル
ゲ

イ
・
ル
ド
ネ
フ
（
一
八
七
二
～
一
九
三
四
）
の
回
想
録
等
、
白
系
政
府
関
係

者
の
文
献
を
多
用
し
、
極
東
共
和
国
よ
り
も
沿
ゼ
政
府
な
ど
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
政
府
の
動
向
を
重
点
的
に
扱
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
論
点
が
い
く
つ
か
見

ら
れ
る
も
の
の
、
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
触
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
り

憶
測
で
書
い
て
い
る
部
分
が
多
い
。
分
量
的
に
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ひ

と
つ
の
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
読
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
論
稿
は
、
ロ
シ
ア
の
公
文
書
史
料
を
利
用
し
て
い
な
い
と
い
う
限
界
が

あ
る
も
の
の
、
沿
ゼ
政
府
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、

尼
港
事
件
、
四
月
四
・
五
日
武
装
解
除
事
件
か
ら
、
沿
海
州
に
カ
ッ
ペ
リ
軍
・

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
が
入
る
と
こ
ろ
ま
で
、
日
本
軍
と
沿
ゼ
政
府
と
の
関
係
の

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
史
料
を
紹
介
し
論

点
を
提
示
で
き
た
と
考
え
る
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
の
沿
ゼ
政
府
の
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
側

史
料
・
文
献
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
補
充
し
、
新
し
い
視
点
を
提
示
す

る
こ
と
が
国
際
的
課
題
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
も
沿
ゼ
政
府
の

研
究
は
こ
れ
ま
で
非
常
に
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
こ
こ
で
改
め
て
述
べ

る
こ
と
は
し
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
要
素
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
日
本
の
対
シ

ベ
リ
ア
政
策
の
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

原
内
閣
は
、
一
九
一
九
年
五
月
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
を
承
認
す
る
政
策

を
決
定
し
た
が
、
同
政
権
が
崩
壊
し
た
一
九
二
〇
年
一
月
以
降
、
極
東
の

個
々
の
地
方
政
権
に
対
す
る
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
原
敬
日
記
の
記
事
に
も
、
外
務
省
記
録
の
『
露
国
革
命
一
件
・
出

兵
関
係
・
反
過
激
派
関
係
』
簿
冊
に
も
、
一
九
二
〇
年
を
通
じ
て
、
沿
ゼ
政

府
を
は
じ
め
と
す
る
極
東
の
ロ
ー
カ
ル
政
府
に
対
す
る
政
策
論
は
ま
っ
た
く

見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
ど
こ
に
駐
兵
す
る
か
、
い
つ
ど
こ
か
ら

撤
兵
す
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
方
針
を
定
め
な
い
ま
ま
駐
兵
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
は
全

く
不
自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
は
ご
く
当
然
の
こ
と
と

も
言
え
る
。
と
い
う
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
は
ロ
シ
ア
の
内
政
に
干
渉
す
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
建
前
か
ら
す
る
と
、
現
地
の
あ
れ
こ
れ
の
政
府
に
多
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少
の
援
助
を
与
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
政
策
に
介
入
し
た
り
圧

力
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
、
そ
の
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
自

体
が
お
か
し
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
沿
ゼ
政
府
を
は
じ
め
極
東
現
地
政
府

に
対
し
て
あ
る
種
の
政
治
的
意
図
を
持
っ
た
対
応
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
、
極
東
の
現
地
政
権
に
対
す
る
政
策
を
特
に
立
案
す
る
こ
と

を
し
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
四
月
四
・
五
日
の
武
力
衝
突
事
件
と
そ
の
後

の
対
応
に
見
た
よ
う
に
、
日
本
側
の
政
策
を
実
質
的
に
策
定
し
、
実
行
し
た

の
は
陸
軍
だ
っ
た
。
で
は
、
陸
軍
は
、
政
府
や
外
務
省
と
連
絡
な
く
独
自
に

行
動
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
こ
に
、
シ
ベ

リ
ア
出
兵
に
お
け
る
日
本
の
政
策
決
定
過
程
の
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
と
筆

者
は
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
お
け
る
政
策
決
定
構

造
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
外
国

人
の
研
究
者
に
は
理
解
が
容
易
で
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る︶

₈₀
︵

。

　

沿
ゼ
政
府
が
極
東
共
和
国
沿
海
州
政
庁
に
転
ず
る
前
、
一
九
二
〇
年
一
〇

月
に
琿
春
事
件
が
発
生
す
る
と
、
朝
鮮
軍
・
関
東
軍
と
並
ん
で
ウ
ラ
ジ
オ
派

遣
軍
も
こ
の
鎮
定
に
出
動
し
た
。
そ
の
後
一
九
二
一
年
に
入
っ
て
状
況
が
安

定
す
る
と
、
原
内
閣
は
撤
兵
の
方
針
を
決
定
し
、
五
月
に
「
東
方
会
議
」
を

開
い
て
そ
の
具
体
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
矢
先
の
五
月
二
六
日
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
政
変
が
起
こ
り
、
極
東
共
和
国
沿
海
州
政
庁
が
倒
れ
て
ス

ピ
リ
ド
ン
・
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
を
首
班
と
す
る
沿
ア
ム
ー
ル
臨
時
政
府
が
成
立

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
政
府
の
性
格
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
稿
を

改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

［
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府
の
構
成
の
変
遷
］

一
九
二
〇
年
二
月
は
じ
め︶

₈₁
︵

軍
事
評
議
会
。
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
（
議
長
）、
ラ
ゾ
ー
と
リ
ン
ド
ベ

ル
グ
（
副
議
長
）、
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
コ
フ
、
ク
ラ
コ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
、

パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
と
ゲ
ル
ヴ
ァ
ス
（
評
議
員
）、
Б
．メ
リ
ニ
コ
フ
（
ブ

ラ
ー
ギ
ン
）（
書
記
）。

ニ
キ
ー
フ
ォ
ロ
フ
⋮
⋮
財
政
・
経
済
評
議
会

プ
リ
ガ
リ
ン
、А
．В
．⋮
⋮
食
料
・
補
給
評
議
会

ジ
ェ
ル
ナ
コ
フ
、А
．Е
．⋮
⋮
人
民
統
制
評
議
会

ル
ツ
ェ
ン
コ
⋮
⋮
人
民
教
育
評
議
会

ト
レ
チ
ャ
コ
フ
、С
．М
．⋮
⋮
出
版
・
情
報
問
題
評
議
会
。

　

こ
の
他
、
内
務
管
理
局
、
外
務
管
理
局
な
ど
を
設
置
。

　

こ
れ
ら
全
て
の
評
議
会
と
局
長
の
協
議
会
の
議
長
た
ち
が
、
同
時
に
、
す

べ
て
の
政
府
の
実
務
執
行
機
関
を
構
成
し
た
。
そ
の
議
長
は
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
、
副
議
長
は
ニ
キ
ー
フ
ォ
ロ
フ
。

　

政
府
軍
司
令
官
：
А
．ク
ラ
コ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
、
副
司
令
官
：
П
．パ
ル

フ
ョ
ー
ノ
フ

一
九
二
〇
年
四
月
一
九
日︶

₈₂
︵

　

※
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
付
属
機
関
と
し
て
の
省
庁
長
官
会
議

ニ
キ
ー
フ
ォ
ロ
フ
、П
．М
．⋮
⋮
省
庁
長
官
会
議
議
長
、
労
働
長
官

ク
シ
ュ
ナ
リ
ョ
フ
、И
．Г
．⋮
⋮
運
輸
長
官

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
、В
．Г
．⋮
⋮
陸
軍
長
官
、
軍
総
司
令
官
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ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
、В
．А
．⋮
⋮
財
政
長
官

ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
、Д
．И
．⋮
⋮
食
料
・
補
給
長
官

ク
ル
ー
グ
リ
コ
フ
、А
．Н
．⋮
⋮
内
務
長
官

グ
ロ
ー
ジ
ン
、А
．В
．⋮
⋮
司
法
長
官

レ
オ
ー
ノ
フ
、А
．С
．⋮
⋮
商
工
長
官

（
カ
ブ
ツ
ァ
ン
、А
．И
．⋮
⋮
官
房
長
官
）

　
一
九
二
〇
年
七
月
二
日

ビ
ナ
シ
ク
、В
．М
．⋮
⋮
大
臣
会
議
議
長

ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー
ド
フ
、А
．В
．⋮
⋮
大
臣
会
議
副
議
長
兼
外
務
大
臣

ツ
ィ
ン
メ
ル
マ
ン
、イ
ヴ
ァ
ン
⋮
⋮
財
務
大
臣

ブ
リ
ン
ネ
ル
、ボ
リ
ス
⋮
⋮
商
工
大
臣

イ
サ
コ
ヴ
ィ
チ
、В
．Я
．⋮
⋮
国
家
監
査

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
、ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
⋮
⋮
陸
海
軍
大
臣
兼
総
司
令
官

グ
ー
レ
ヴ
ィ
チ
、В
．Я
．⋮
⋮
内
務
大
臣

ト
ル
ッ
プ
、Е
．⋮
⋮
法
務
大
臣

ヤ
ー
ク
シ
ェ
フ
、イ
ヴ
ァ
ン
⋮
⋮
農
業
・
土
地
整
理
大
臣

ニ
キ
ー
フ
ォ
ロ
フ
⋮
⋮
労
働
大
臣

ク
シ
ュ
ナ
リ
ョ
フ
、ヨ
シ
フ
⋮
⋮
交
通
大
臣

ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
、И
．Д
．⋮
⋮
食
糧
・
供
給
大
臣

ル
ツ
ェ
ン
コ
⋮
⋮
教
育
大
臣

ツ
ェ
イ
ト
リ
ン
、ロ
マ
ン
⋮
⋮
中
央
露
日
協
定
小
委
員
会
議
長

ク
リ
ー
ゲ
ル

＝

ヴ
ォ
イ
ノ
フ
ス
キ
ー
、К
．（
短
期
間
で
ピ
ョ
ー
ト
ル
・

パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
に
交
代
）
⋮
⋮
軍
事
省
政
治
部
長
兼
総
司
令
部
政

治
全
権

臨
時
極
東
国
民
議
会
の
構
成

　
（
一
九
二
〇
年
六
月
一
五
日
選
挙
、
六
月
二
〇
日
開
会︶

₈₃
︵

） 

農
民 

七
五
人

共
産
党 

二
六
人

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ 

四
人

カ
デ
ッ
ト 

四
人

エ
ス
エ
ル 

三
人

エ
ス
エ
ル
左
派 

三
人

シ
ベ
リ
ア
・
エ
ス
エ
ル 

三
人

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ 

五
人

エ
ヌ
エ
ス 

二
人

商
工
グ
ル
ー
プ 

九
人

無
所
属 

一
人　

計
一
三
五
人

極
東
憲
法
制
定
会
議
会
派
構
成
（
一
九
二
一
年
一
月
選
挙︶

₈₄
︵

）

農
民
多
数
派 

一
八
三
人

共
産
党 

九
三
人

無
党
派
農
民
・
労
働
者
ま
た
は
農
民
少
数
派 

四
四
人

エ
ス
エ
ル 

一
八
人

ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル 

一
三
人
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無
党
派
民
主
派 

八
人

シ
ベ
リ
ア
・
エ
ス
エ
ル 

六
人

エ
ヌ
エ
ス 

三
人

無
所
属 

一
人

計
三
六
九
人（
定
数
四
二
七
人
、一
九
二
一
年
三
月
の
登
録
者
三
八
一
人
）

※ 

本
稿
は
、
ニ
〇
二
一
年
度
ロ
シ
ア
史
研
究
会
大
会
パ
ネ
ル
報
告
を
基
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

註（
1
）	

ロ
シ
ア
鉄
道
支
援
団
の
活
動
に
つ
い
て
は
、C

lifford Foust, “The R
ussian 

R
ailw

ay Service C
orps: John Frank Stevens and A

m
erica’s C

hanging 
Intervention in the Far East and M

anchuria,” in D
avid W

olff, Yokote 
Shinji, W

illard Sunderland, eds., Russia’s G
reat W

ar and Revolution 
in the Far East: Reim

agining N
ortheast Asian Theater, 1914–1922 

(B
loom

ington, Indiana: Slavica, 2018), pp. 201–220

を
参
照
。
ク
リ

フ
ォ
ー
ド
・
フ
ォ
ウ
ス
ト
（
伊
丹
明
彦
、
兎
内
勇
津
流
訳
）「
ロ
シ
ア
鉄
道
奉

仕
団
─
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
・
ス
チ
ー
ヴ
ン
ス
と
極
東
・
満
洲
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
の
変
化
す
る
干
渉
」『
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
環
境
と
歴
史
』
第
五
号
、

二
〇
二
二
年
、
五
三
─
七
〇
頁
は
、
そ
の
邦
訳
で
あ
る
。

（
2
）	Canfield F. Sm

ith, Vladivostok under Red and W
hite Rule: Revolution 

and C
ounterrevolution in the Russian Far East, 1920–1922 (Seattle: 

U
niversity of W

ashington Press, 1975).

（
３
）	『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
五
六
号
、
一
九
九
五
年
に
掲
載
。

（
４
）	Ivan Sablin, The Rise and Fall of Russia's Far Eastern Republic, 

1905–1922: N
ationalism

, Im
perialism

 and Regionalism
 in and after 

the Russian Em
pire (London: R

outledge, 2019).

（
５
）	Парф
енов (Алт

айский) П
. С

. Борьба за Д
альний В

осток, 1920– 
1922. Л

енинград: П
рибой, 1928.

（
６
）	Сводны

й список книг, подлеж
ащ

их исклю
чению

 из библиотечной 
сети. ч. 2. М

осква: В
сесою

зной книж
ной палаты

, 1961. С
. 290–  

291. 

パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
の
著
書Граж

данская война в Сибири, 1918–1920.  
И

зд. 2-е, испр. и .доп. М
осква: Гос. изд., [1925]. 168 c.; Н

а 
согласительских ф

ронтах. М
осква-Л

енинград: “М
осковский 

рабичий,” 1927. 208 с., 

お
よ
び
一
九
三
二
年
刊
の
同
書
第
二
版
が
、
こ
の

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）	

た
と
え
ば
、Историческая энциклопндия Сибири. т. 1. А

–И
. Н

овосибирск, 
2010. С

. 344

に
掲
載
の
項
目“В

ременное правительство П
риморской 

областной земской управы
.” 

執
筆
者
はВ

. М
. Ры

нкков

で
あ
る
。な
お
、

こ
の
項
目
の
本
文
は
わ
ず
か
二
〇
行
足
ら
ず
し
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の

事
典
の
第
二
巻
で
は
、
一
九
一
九
年
末
か
ら
一
九
二
〇
年
初
め
ま
で
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
に
組
織
さ
れ
、
政
府
と
し
て
の
形
を
整
え
る
前
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に

権
力
を
譲
っ
た
政
治
セ
ン
タ
ーП

олитцентр

に
つ
い
て
、
一
四
〇
行
に
わ

た
る
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
極
東
の
狭
い
領
域
と
は
い
え
一
年
近

く
政
権
を
維
持
し
た
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府
に
つ
い
て
の

記
述
は
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
さ
ら
に

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
た
最
新
の
内
戦
史
事
典Россия 

в Граж
данской войне 1918–1922: энциклопедия в трех томах. 

М
осква, 2021

に
は
そ
も
そ
も
沿
ゼ
政
府
の
項
目
が
な
い
。
そ
の
後
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
に
成
立
し
た
沿
ア
ム
ー
ル
臨
時
政
府
の
項
目
は
あ
る
の
で
、
沿
ゼ

政
府
に
つ
い
て
項
目
を
た
て
た
く
な
い
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）	Парф

енов. Борьба за Д
альний В

осток. Гл. 8.

（
９
）	

エ
ス
エ
ル
だ
っ
た
と
い
う
。
極
東
の
革
命
勢
力
の
軍
事
的
指
導
者
と
し
て
重
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要
な
役
割
を
演
じ
た
が
、
そ
の
活
動
・
経
歴
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
少
な
い
。
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
リ
ョ
ー
フ
キ
ン
が
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
。

Л
евкин Г. В

олочаевка без легенд. Х
абаровск, 1999

所
収
。
な
お
、
パ

ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
は
、
ニ
コ
リ
ス
ク=

ウ
ス
リ
ー
ス
キ
ー
か
ら
軍
を
率
い
て
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
っ
た
の
は
ガ
ヴ
リ
ー
ル
・
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
だ
っ
た

と
し
て
い
る
。П

арф
енов. Борьба за Д

альний В
осток. Гл. 8.

（
10
）	

参
謀
本
部
編
『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』
復
刻
版
、新
時
代
社
、

一
九
七
二
年
。

（
11
）	Авдеева Н

. А
. Х

абаровский ф
ронт в 1920 г. // И

з истории 
граж

данской войны
 на Д

альнем В
остоке (1918–1922 гг.): сборник 

статей. [вы
п. 1.] Х

абаровск, 1999. С
. 75–95.

（
12
）	

尼
港
事
件
の
三
月
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
兎
内
勇
津
流
「
尼
港
事
件
は
ど
の
よ

う
に
し
て
起
こ
っ
た
か
─
三
月
武
力
衝
突
と
そ
の
前
後
」
原
暉
之
ほ
か
編
著

『
日
本
帝
国
の
膨
張
と
縮
小
─
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
サ
ハ
リ
ン
・
樺
太
』（
ス
ラ

ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
叢
書　

一
六
）
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
年
、
五
九

─
八
五
頁
が
あ
る
。
ま
た
エ
ド
ワ
ル
ド
・
バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
「
近
代
的
な
北
東

ア
ジ
ア
の
形
成
と
ロ
シ
ア
ン
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
─
一
九
二
〇
年
の
ニ
コ
ラ
エ

フ
ス
ク
事
件
と
サ
ハ
リ
ン
州
保
障
占
領
」
李
暁
東
、
李
正
吉
編
著
『
北
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
近
代
的
空
間
』
明
石
書
店
、
二
〇
二
二
年
、
五
四
一
─
五
六
四
頁

を
参
照
。

（
13
）	История Д

альнего В
остока России от эпохи первобы

тного 
общ

ества до конца X
X

 века. т. 3. кн. 1. Д
альний В

осток в период 
револю

ции 1917 года и граж
данской войны

. В
ладивосток, 2003. С

. 
357.

（
14
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 173, note 22, 23.

（
15
）	

竹
山
安
太
郎
『
西
比
利
亜
事
変
と
国
際
関
係
の
真
相
』
第
一
巻
、日
東
出
版
社
、

一
九
三
四
年
、
二
八
〇
─
二
九
七
、三
二
四
─
三
二
五
頁
。
麻
田
雅
文
『
満
蒙

─
日
露
中
の
「
最
前
線
」』講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
三
六
─
一
三
七
頁
。

ホ
ー
ル
ヴ
ァ
ト
は
三
月
一
六
日
に
辞
任
し
、
四
月
四
日
に
北
京
に
退
去
し
た
。

（
16
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 144. 

改
称
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

推
察
す
る
と
こ
ろ
、
三
月
に
サ
ハ
リ
ン
州
の
州
都
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
で
生
じ

た
尼
港
事
件
（
う
ち
三
月
の
事
件
）、
お
よ
び
前
記
の
中
東
鉄
道
で
の
動
き
が

影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
沿
海
州
の
周
辺
地
域
で
生
じ
た

事
態
に
、
ロ
シ
ア
側
の
政
権
と
し
て
対
処
す
る
た
め
に
は
、
正
統
性
に
多
少

の
問
題
は
あ
っ
て
も
、「
極
東
政
府
」
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
判

断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
中
東
鉄
道
収
用
地
は
、
そ
の
領
土
の
一
部
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。

（
17
）	История Д

альнего В
остока России. С

. 347.

（
18
）	Погребецкий А. И

. Д
енеж

ное обращ
ение и денеж

ние знаки 
Д

альнего В
остокв за период войны

 и револю
ции (1914–1924). 

Х
арбин, 1924. С

. 110

に
よ
る
と
、
金
二
二
〇
〇
プ
ー
ド
と
プ
ラ
チ
ナ
六
〇

プ
ー
ド
が
、
三
月
一
五
日
と
四
月
三
日
の
二
回
に
分
け
て
、
国
立
銀
行
ブ
ラ

ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
支
店
に
発
送
さ
れ
た
。

（
19
）	

旧
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
府
軍
。一
九
二
〇
年
一
月
に
死
亡
し
た
指
揮
官
ヴ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
カ
ッ
ペ
リ
（
一
八
八
三
～
一
九
二
〇
）
の
名
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
た
。

（
20
）	Погребецкий. Д

енеж
ное обращ

ение. С
. 364; П

арф
енов. Борьба за 

Д
альний В

осток. Гл. 13

は
具
体
的
な
交
渉
事
項
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
21
）	

ク
シ
ュ
ナ
リ
ョ
フ
は
二
月
な
か
ば
に
モ
ス
ク
ワ
に
向
け
て
出
発
し
、
三
月

二
八
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
帰
っ
た
。Sm

ith, Vladivostok under Red,  
p. 21, 24.

（
22
）	

必
ず
し
も
す
べ
て
の
日
本
軍
関
係
者
が
そ
う
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
、
仁
田
原
重
行
陸
軍
大
将
は
、
関
東
軍
司
令
官
立
花
小
一

郎
陸
軍
中
将
に
宛
て
た
一
九
二
〇
年
三
月
の
書
簡
の
中
で
、「
シ
ベ
リ
ヤ
ノ
撤

兵
如
何
。
過
激
派
ハ
天
下
ノ
公
敵
ナ
ル
ヤ
」
と
述
べ
て
い
る
。
天
下
の
公
敵

扱
い
す
る
こ
と
は
疑
問
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
立
花
小
一
郎
回
顧
余
録

（
二
）
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
二
月
─
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
」『
近

現
代
東
北
ア
ジ
ア
地
域
史
研
究
会N

ew
s Letter

』
三
一
号
、
二
〇
一
九
年
、
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四
二
頁
。

（
23
）	『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』
復
刻
版
上
巻
、
新
時
代
社
、

一
九
七
二
年
、
三
六
三
頁
。
な
お
、
原
文
の
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、

一
部
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
24
）	『
陸
軍
大
将
奈
良
武
次
日
記
─
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
陸
軍
』
下
巻
、
原

書
房
、
二
〇
二
一
年
、
三
八
〇
─
三
八
二
頁
。

（
25
）	

原
敬
日
記
で
は
、
北
サ
ハ
リ
ン
出
兵
に
つ
い
て
内
田
康
哉
外
相
が
「
夫
は
名
義

上
困
難
な
り
。
司
令
官
の
見
込
み
に
任
す
べ
き
も
不
得
已
事
情
な
け
れ
ば
不
可

な
り
」
と
口
を
は
さ
ん
だ
と
記
し
て
い
る
が
、
奈
良
は
こ
れ
を
記
し
て
い
な
い

（『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
首
相
時
代
、
福
村
出
版
、
一
九
六
五
年
、
二
〇
四
頁
）。

陸
軍
上
層
部
は
北
サ
ハ
リ
ン
占
領
を
検
討
し
て
い
た
が
、
政
府
と
は
打
ち
合
わ

せ
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
26
）	『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』
復
刻
版
上
巻
、
四
一
七
─
四
一
八 

頁
。

（
27
）	

陸
軍
省
軍
務
局
軍
事
課
「
極
秘
対
西
伯
利
政
策
ノ
経
過
」
大
正
一
〇
年
四
月

二
三
日
（
山
口
県
立
文
書
館
田
中
義
一
関
係
文
書
、
書
類
の
部
八
二
）、
付
録

第
一
一
。
な
お
、
原
敬
日
記
に
よ
る
と
二
月
三
日
に
閣
議
が
開
催
さ
れ
、
田

中
陸
相
が
「
閣
僚
一
同
に
西
伯
利
撤
兵
の
内
意
を
告
げ
た
り
」
な
ど
と
あ
る

も
の
の
、「
過
激
派
」
へ
の
態
度
に
つ
い
て
は
特
に
記
載
が
な
く
、
文
脈
的
に

も
、
次
官
の
電
報
に
あ
っ
た
内
容
が
こ
こ
で
決
め
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
、
二
一
〇
─
二
一
一
頁
。

（
28
）	「
極
秘
対
西
伯
利
政
策
ノ
経
過
」
付
録
第
一
二
。

（
29
）	『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』
復
刻
版
上
巻
、
四
一
八
頁
。

（
30
）	

原
暉
之
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
─
革
命
と
干
渉 

１
９
１
７
─
１
９
２
２
』
筑
摩

書
房
、
一
九
八
九
年
、
五
二
六
頁
。

（
31
）	

第
十
三
師
団
に
所
属
す
る
歩
兵
第
十
五
旅
団
と
工
兵
第
十
三
大
隊
は
、
す
で

に
一
九
一
九
年
九
月
に
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
四
師
団
お
よ
び
野
戦
交

通
部
の
指
揮
下
で
活
動
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
、
師
団
司
令
部
と
そ
れ
以
外

の
部
隊
が
追
加
派
遣
さ
れ
た
。

（
32
）	『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年
第
一
冊
下
巻
、
八
七
八
頁
。

（
33
）	

原
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
五
二
九
─
五
三
五
頁
。

（
34
）	

た
と
え
ば
麻
田
雅
文
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵

─
近
代
日
本
の
忘
れ
ら
れ
た
七
年

戦
争
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
三
九
頁
。

（
35
）	

松
平
恒
雄
（
一
八
七
七
～
一
九
四
九
）。
旧
会
津
藩
主
松
平
容
保
の
四
男
。

一
九
一
八
年
八
月
に
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
始
ま
る
と
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
政
務

部
長
に
任
じ
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
に
外
務
省
欧
米
局
長
に
異
動
す

る
ま
で
務
め
た
。
一
九
二
一
年
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
随
員
と
し
て
参
加
し
、

一
九
二
四
年
か
ら
駐
米
大
使
を
務
め
た
。

（
36
）	「
極
東
露
領
に
於
け
る
諸
政
治
団
体
に
対
す
る
態
度
の
件
」（JA

C
A

R
: 

C
03010385600 (66/113)

）。

（
37
）	「
極
東
露
領
に
於
け
る
諸
政
治
団
体
に
対
す
る
態
度
の
件
」（JA

C
A

R
: 

C
03010385600 (77-78/113)

）。

（
38
）	

西
川
虎
次
郎
『
西
伯
利
出
征
私
史
』
偕
行
社
、
一
九
二
五
年
、
一
七
頁
。

（
39
）	

西
川
『
西
伯
利
出
征
私
史
』
二
六
頁
。

（
40
）	

西
川
『
西
伯
利
出
征
私
史
』
三
三
頁
。

（
41
）	『
大
正
四
年
乃
至
九
年
海
軍
戦
史
』
巻
三
、
海
軍
軍
令
部
、
一
九
二
四
年
、

三
五
九
頁
。
な
お
、
四
月
九
日
海
軍
派
遣
隊
は
撤
退
を
中
止
し
、
従
前
の
任

務
に
従
事
す
べ
し
と
訓
令
さ
れ
た
。『
大
正
四
年
乃
至
九
年
海
軍
戦
史
』巻
三
、

三
六
〇
頁
。

（
42
）	

原
暉
之
は
事
件
の
発
端
を
ロ
シ
ア
側
の
発
砲
と
す
る
大
井
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍

司
令
官
の
発
表
に
つ
い
て
、「
あ
ま
り
に
も
見
え
透
い
た
強
弁
だ
っ
た
」
と
述

べ
た
。
一
方
、
麻
田
雅
文
は
「
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
の
こ
う
し
た
行
動
は
東
京

で
は
寝
耳
に
水
だ
っ
た
」
と
す
る
が
、
た
い
へ
ん
疑
問
で
あ
る
。
原
『
シ
ベ

リ
ア
出
兵
』
五
二
九
頁
、
麻
田
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
一
四
〇
頁
。
ま
た
松
平
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派
遣
軍
政
務
部
長
は
、
陸
軍
が
武
力
衝
突
に
走
る
予
兆
を
認
め
、
こ
れ
を
批

判
的
に
見
て
い
た
。「
過
激
派
に
対
し
武
力
を
使
用
し
て
打
撃
を
加
へ
ん
と
す

る
我
軍
の
企
図
に
対
し
反
対
の
旨
意
見
具
申
の
件
」（
一
九
二
〇
年
三
月
一
二

日
）『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年
第
一
冊
下
巻
、
外
務
省
、
一
九
七
二
年
、

八
七
一
─
八
七
二
頁
。

（
43
）	『
大
正
四
年
乃
至
九
年
海
軍
戦
史
』
巻
三
、三
五
四
頁
。『
大
正
七
年
乃
至
十
一

年
西
伯
利
出
兵
史
』
復
刻
版　

下
巻
、
第
三
巻
附
表
第
一
一
其
一
に
よ
る
と

第
十
三
師
団
の
損
害
は
死
者
八
九
人
、
負
傷
者
一
八
六
人
で
あ
る
。

（
44
）	「
極
秘
対
西
伯
利
政
策
ノ
経
過
」
の
「
附
録
第
二
十　

陸
軍
大
臣
ヨ
リ
浦
潮
派

遣
軍
司
令
官
ニ
伝
ヘ
タ
ル
将
来
の
方
針
」（
大
正
九
年
四
月
二
十
九
日
於
官
邸

福
田
軍
参
謀
ニ
口
述
）
に
は
、「
浦
潮
ト
「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」
方
面
ト
ノ
連
絡

ハ
速
ニ
回
復
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
。
而
シ
テ
「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」
ト
ノ

連
絡
成
ル
モ
「
ニ
コ
ラ
エ
ウ
ス
ク
」
ニ
対
ス
ル
始
末
終
ラ
サ
ル
間
ハ
、
一
時

「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」
ヨ
リ
撤
兵
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
文

書
附
録
第
二
十
三
「
大
正
九
年
六
月
一
日
閣
議
決
定
」
に
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
の
駐
兵
に
つ
い
て
「
尤
モ
「
ニ
コ
ラ
エ
ウ
ス
ク
」
事
件
ノ
善
後
措
置
ハ
可

成
速
ニ
進
捗
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
其
完
了
ヲ
俟
テ
同
地
派
遣
ノ
軍
隊
ヲ
引
揚
ケ

遅
ク
モ
本
年
秋
季
結
氷
前
同
地
並
ニ
「
ハ
バ
ロ
フ
カ
」
ヨ
リ
撤
兵
ス
ル
様
諸

般
ノ
施
措
ヲ
為
ス
コ
ト
ト
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
尼
港
事
件
の
対
応
と
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
の
占
領
が
リ
ン
ク
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い

う
福
田
は
福
田
彦
助
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ハ
バ
ロ
フ
カ
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の

旧
称
で
あ
る
。

（
45
）	『
大
正
四
年
乃
至
九
年
海
軍
戦
史
』巻
六
秘
密
補
輯（JA

CA
R: C14120061500

）

は
、「
曩
に
小
樽
に
於
い
て
海
陸
軍
揚
陸
協
定
に
際
し
、
多
門
派
遣
隊
長
が
極

力
「
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
」
派
遣
宣
言
及
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
」
革
命

政
府
の
平
和
的
折
衝
を
避
け
ん
と
し
た
る
真
意
は
、
蓋
し
派
遣
隊
の
早
後
に

於
け
る
行
動
の
自
由
を
保
留
せ
ん
が
為
な
り
き
」
と
述
べ
る
。
尼
港
事
件
を

北
サ
ハ
リ
ン
占
領
を
正
当
化
す
る
好
機
と
み
て
い
た
陸
軍
に
と
っ
て
は
、
こ

こ
で
問
題
を
交
渉
で
解
決
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
捕
虜
が
虐
殺
さ
れ
た
こ
と
は

か
え
っ
て
好
都
合
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
原
敬
日
記
一
九
二
〇
年
四
月

二
三
日
条
に
は
「
又
ニ
コ
ラ
イ
ウ
ス
ク
出
兵
に
付
訓
令
方
高
橋
［
是
清
］
蔵

相
の
説
も
あ
る
に
付
外
交
官
を
同
伴
す
る
以
上
は
直
ち
に
兵
力
を
使
用
せ
ざ

る
様
に
あ
り
た
し
と
云
ふ
に
決
定
し
た
り
」
と
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
交
渉

第
一
と
訓
令
し
た
と
み
ら
れ
る
。『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
、
二
三
三
頁
。

（
46
）	

原
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
五
三
五
頁; Sablin, The Rise and Fall, p. 148.

（
47
）	

ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
一
九
一
八
年
に
執
政
政
府
の
執
政
の

ひ
と
り
で
軍
の
総
司
令
官
だ
っ
た
が
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
最
高
執
政
官
に

就
く
と
政
権
を
離
れ
て
日
本
に
滞
在
し
、
一
九
二
〇
年
一
月
に
帰
国
し
て
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
っ
た
。
拙
論
「
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と

日
本

─
一
九
一
九
年
滞
日
期
を
中
心
に
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
一
〇
五
号
、

二
〇
二
〇
年
を
参
照
。

（
48
）	『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年
第
一
冊
下
巻
、
八
八
六―

八
八
八
頁
。
そ
の

後
具
体
的
な
兵
員
数
な
ど
に
関
す
る
補
充
協
定
が
六
月
一
五
日
に
締
結
さ

れ
、
さ
ら
に
海
軍
に
つ
い
て
の
協
定
が
八
月
三
日
に
締
結
さ
れ
た
。Sm

ith, 
Vladivostok under Red, p. 44;  『

大
正
四
年
乃
至
九
年
海
軍
戦
史
』
巻
三
、

三
四
三
─
三
四
五
頁
。

（
49
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 147.

（
50
）	

ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
松
平
政
務
部
長
は
四
月
二
三
日
付
け
報
告
書
に
、「
是
れ
最

近
我
軍
憲
の
高
圧
的
態
度
に
鑑
み
当
地
方
朝
野
人
士
間
相
互
に
妥
協
緊
密
の

傾
向
を
来
し
つ
つ
あ
る
結
果
と
思
は
る
」と
記
し
て
い
る
。『
日
本
外
交
文
書
』

大
正
九
年
第
一
冊
下
巻
、
六
六
四
頁
。

（
51
）	Sablin, The Rise and Fall. p. 153.

（
52
）	『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年
第
一
冊
下
巻
、
七
〇
八
─
七
一
三
頁
。

（
53
）	『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
、
二
三
六
頁
（
一
九
二
〇
年
五
月
五
日
条
）。
こ
の
後

七
月
三
日
、
サ
ハ
リ
ン
州
の
占
領
と
と
も
に
ザ
バ
イ
カ
ル
か
ら
の
撤
兵
が
宣

言
さ
れ
る
。『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年
第
一
冊
下
巻
、
七
九
六
頁
。

（
54
）	『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』復
刻
版
中
巻
、
六
一
二
、九
六
七
頁
。
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（
55
）	『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』
復
刻
版
中
巻
、
九
六
八
頁
。
た
だ

し
、
こ
の
ウ
ラ
ジ
オ
政
権
と
ザ
バ
イ
カ
ル
の
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
政
権
を
「
妥
協

セ
シ
メ
」
る
方
針
は
、
長
続
き
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。「
極
秘
対
西
伯
利
政
策

ノ
経
過
」
付
録
第
二
五
其
一
「
中
立
地
帯
設
定
ニ
関
ス
ル
件　

陸
軍
大
臣
ヨ

リ
浦
潮
派
遣
軍
司
令
官
ヘ
電
報
」（
大
正
九
年
六
月
一
〇
日
）
に
は
、「
極
東

露
領
ノ
事
態
ヲ
速
ニ
安
定
セ
シ
メ
ン
ニ
ハ
先
ツ
「
ウ
ェ
ル
フ
ネ
」
政
権
ヲ
シ

テ
浦
潮
政
府
ニ
合
体
セ
シ
メ
、
次
ニ
「
セ
メ
ノ
フ
」
ニ
対
テ
（
中
略
）
穏
忍

シ
テ
浦
潮
政
府
合
同
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
勧
説
セ
ラ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
先
に
ヴ
ェ

ル
フ
ネ
政
府
と
合
同
さ
せ
る
方
針
を
記
し
て
い
る
。
や
や
奇
異
に
思
え
る
が
、

こ
の
頃
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト=

ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
争
の
戦
局
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
側
に
非

常
に
不
利
だ
っ
た
影
響
で
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
政
権
が
非
常
に
ソ
フ
ト
な
対
応
だ
っ

た
た
め
に
、
展
望
あ
り
と
い
う
感
触
を
得
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
56
）	「
極
秘
対
西
伯
利
政
策
ノ
経
過
」
付
録
第
二
五
其
一
。
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー

コ
フ
が
レ
ー
ニ
ン
に
こ
の
宣
言
を
伝
え
た
文
書
はД

альневосточная 
республика: становление, борьба с интервенцией (февраль 1920 –  
ноябрь 1922 гг.): докум

енты
 и м

атериалы
 в 2-х частях. ч. 1. 

В
ладивосток, 1993. С

. 179–184

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
57
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 151.

（
58
）	

尼
港
事
件
で
は
、
三
月
の
死
者
六
〇
〇
人
余
り
に
対
し
て
五
月
の
死
者
は

一
〇
〇
人
余
り
で
三
月
の
方
が
か
な
り
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お

い
て
は
、
日
本
人
捕
虜
が
殺
害
さ
れ
た
と
さ
れ
る
五
月
二
四
日
に
慰
霊
行
事

な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
日
本
側
の
攻
撃
に
端
を
発
し
た

三
月
の
事
件
よ
り
、
五
月
の
事
件
の
方
が
パ
ル
チ
ザ
ン
の
一
方
的
な
残
虐
行

為
を
強
調
で
き
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
59
）	Sm

ith, The Rise and Fall, pp. 51–52. 

ス
ミ
ス
は
、
こ
の
こ
ろ
沿
海
州
で

は
日
本
円
が
最
も
よ
く
流
通
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
こ
の
沿
海
州
の
通
貨
改

革
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
60
）	Парф

енов. Борьба за Д
альний В

осток. С
. 219–220.

（
61
）	Парф

енов. Борьба за Д
альний В

осток. С
. 216.

（
62
）	

尼
港
事
件
の
対
応
と
し
て
編
成
さ
れ
サ
ハ
リ
ン
州
に
派
遣
さ
れ
た
部
隊
だ
が
、

陸
軍
中
央
が
一
九
一
四
年
に
サ
ハ
リ
ン
州
が
対
岸
の
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
を
含

む
形
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
た
。

（
63
）	「
北
樺
太
露
国
代
表
者
の
浦
潮
国
民
会
議
参
列
の
件
」（
国
会
図
書
館
憲
政
資

料
室
所
蔵
旧
陸
海
軍
関
係
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
一
〇
五
五
番
）。

（
64
）	National A

rchive M
icrofilm

 Publications, M
icrocopy N

o. 316, 
R

ecords of the D
epartm

ent of State R
elating Internal A

ffairs of R
ussia 

and the Soviet U
nion, 1910–1929, R

oll 176, 861b.01/8.

（
65
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 164.

（
66
）	『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年
第
一
冊
下
巻
、
九
〇
二
─
九
〇
六
頁
。

（
67
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 159.

（
68
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 161.  

代
表
団
は
、
カ
ブ
ツ
ァ
ン（
議
長
）、
ク

シ
ュ
ナ
リ
ョ
フ
、
ポ
フ
ヴ
ァ
リ
ン
ス
キ
ー
、
エ
レ
メ
ー
エ
フ
、
ル
ド
ネ
フ
、

ア
バ
イ
モ
フ
、
プ
リ
ュ
ー
ヒ
ン
で
構
成
さ
れ
た
。

（
69
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 162.

（
70
）	

原
暉
之
「
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
と
極
東
共
和
国
」
原
暉
之
・
藤
本
和
貴
夫

編
『
危
機
の
「
社
会
主
義
」
ソ
連
』
社
会
評
論
社
、
一
九
九
一
年
、
二
七
九
頁
。

（
71
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 163.

（
72
）	
パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
に
よ
る
と
、
ア
ム
ー
ル
鉄
道
を
経
由
し
た
た
め
に
時
間
が
か

か
っ
た
と
い
う
。П

арф
енов. Борьба за Д

альний В
осток. С

. 257.

（
73
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 167.

（
74
）	

パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
に
よ
る
と
、
一
一
月
一
二
日
に
大
井
司
令
官
が
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
お
よ
び
国
民
議
会
の
各
会
派
代
表
を
呼
び
出
し
て
、

「
日
本
軍
の
駐
留
地
区
に
お
い
て
秩
序
と
平
穏
が
破
ら
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
」

と
警
告
し
た
と
い
う
。П

арф
енов. Борьба за Д

альний В
осток. С

. 263.
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（
75
）	Sablin, The Rise and Fall, p. 166.

（
76
）	「
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
保
護
に
関
す
る
件
」（
陸
軍
次
官
よ
り
浦
潮
派
遣
軍
参
謀
長
あ

て
電
報
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
二
二
日
）
外
務
省
記
録
『
露
国
革
命
一
件 

出

兵
関
係 
反
過
激
派
関
係（
八
）』（JA

C
A

R
: B

03051274400 (28/36)

）。
な
お
、

こ
の
文
書
の
末
尾
に
、「「
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
」
ヲ
此
ノ
軍
隊
ト
共
ニ
沿
海
州
ニ

在
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
ク
「
ハ
ル
ピ
ン
」
又
ハ
大
連
等
ニ
テ
保
護
シ
其
ノ
部
下

ト
直
接
ノ
関
係
ヲ
絶
タ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
承
知
ア
リ
タ
シ
」
と
あ
る
。
こ
の
時
、

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
は
い
っ
た
ん
沿
海
州
に
入
っ
た
も
の
の
、
大
連
に
退
去
さ
せ

ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
日
本
軍
の
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
佐
々
木

到
一
は
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
を
沿
海
州
に
移
送
す
る
よ
う
井
染
禄
郎
か
ら
命
じ

ら
れ
た
が
、
大
井
司
令
官
の
と
こ
ろ
に
任
務
完
了
を
報
告
に
い
く
と
雷
を
落

と
さ
れ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
佐
々
木
到
一
『
あ
る
軍
人
の
自
伝
』
増
補
版
、

勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
、
六
五
─
七
四
頁
。

（
77
）	

旧
白
軍
は
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
を
奉
じ
る
第
一
ザ
バ
イ
カ
ル
軍
団
四
千
人
と
、
グ

リ
ゴ
リ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ュ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
陸
軍
中
将
配
下
の
軍
団
一
万
六
千
人
に

分
か
れ
て
い
た
。前
者
は
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
を
自
称
し
、こ
の
時
グ
ロ
デ
コ
ヴ
ォ

に
入
っ
た
。
カ
ッ
ペ
リ
軍
と
よ
ば
れ
た
後
者
は
、
ニ
コ
リ
ス
ク=

ウ
ス
リ
ー

ス
キ
ー
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
ス
パ
ス
ス
ク
、
ラ
ズ
ド
ー
リ
ヌ
ィ
な
ど
に
入
っ

た
。С

авченко С
. Н

., Л
евкин Г. Г. К

 вопросу о соглаш
ении меж

ду 
атаманом Г. М

. С
еменовы

м и японскими интервнентами 8 ию
ня 

1921 г. // И
з истории граж

данской войны
 на Д

альнем В
остоке 

(1918–1922 гг.): сборник статей. вы
п. 4. Х

абаровск, 2004

を
参
照
。

（
78
）	

た
と
え
ば
、
註
13
に
挙
げ
た
革
命
・
内
戦
期
を
扱
う
極
東
通
史И

стория 
Д

альнего В
остока России

を
参
照
。

（
79
）	Jeoffrey H

osking, “Last B
attles: V

ladivostok and the Far Eastern 
R

epublic, 1920–22,” in D
avid R

. Stone et al., eds., M
ilitary Affairs 

in Russia’s G
reat W

ar and Revolution, 1914–22, Book 2, The Russian 
C

ivil W
ar: C

am
paigns and O

perations (B
loom

ington: Slavica, 2021), 
pp. 185–215.

（
80
）	「
極
秘
対
西
伯
利
政
策
ノ
経
過
」
は
、
出
兵
開
始
以
来
文
書
作
成
時
点
ま
で
の

陸
軍
の
現
地
政
府
対
応
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
付
録
に
収
録

す
る
文
書
は
「
閣
議
決
定
」「
閣
議
承
認
済
」
あ
る
い
は
「
首
相
外
相
承
認
済
」

な
ど
と
記
す
も
の
が
多
い
。
陸
軍
と
し
て
は
、
こ
こ
に
記
し
た
方
針
は
陸
軍
だ

け
で
決
定
し
た
も
の
で
な
く
、
政
府
の
方
針
と
し
て
了
解
さ
れ
た
も
の
と
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
小
林
道
彦
は
、
上
原
勇
作
が
後
年
「
植

民
地
に
軍
隊
を
増
や
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
強
く
外
国
駐
兵
の
害
を
説

く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵
だ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
小
林
道
彦
『
近
代
日
本
と
軍
部
一
八
六
八
─
一
九
四
五
』

（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
三
五
六
頁
。

（
81
）	

本
来
は
、
ロ
シ
ア
公
文
書
館
史
料
ま
た
は
信
頼
で
き
る
参
考
図
書
に
よ
っ
て

記
述
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
今
回
は
と
り
あ
え
ず
ロ
シ
ア
側
二
次
文
献
に
よ

り
、
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
紹
介
す
る
。П

арф
енов. Борьба за Д

альний 
В

осток. гл. 8.

（
82
）	Парф

енов. Борьба за Д
альний В

осток. С
. 190; Болды

рев В. Г. 
Д

иректория, Колчак, интервенты
: воспоминания. Н

овониколаевск, 
1925. С

. 358. 

な
お
後
者
に
よ
る
と
初
会
合
は
五
月
二
九
日
だ
っ
た
。

（
83
）	Sablin, The Rise and Fall, C

hap. 3.

（
84
）	Sablin, The Rise and Fall, C

hap. 4.


